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劉
宗
周
に
於
け
る
意
と
知―

史
孝
復
と
の
論
争
か
ら―

早
坂

俊
廣

１
．
は
じ
め
に―

排
斥
さ
れ
た
「
姚
江
書
院
」
の
系
譜―

浙
江
餘
姚
の
地
に
、
後
に
「
姚
江
書
院
」（
１
）

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
そ

の
義
学
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
崇
禎
一
二
年
（
一
六
三
九
）
九
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
場
所
は
、
雙
雁
里
の
、
ち
ょ
う
ど
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
「
半
霖
沈
氏
」

の
居
宅
で
あ
っ
た
（
２
）
。
崇
禎
一
二
年
と
言
え
ば
、
劉
宗
周
が
六
十
二
歳
の
年

で
あ
る
が
、
姚
名
達
『
劉
宗
周
年
譜
』（
以
下
、
「
姚
譜
」
と
略
称
）
に
は
、
わ
ざ

わ
ざ
「
こ
の
年
に
、
沈
國
謨
と
管
宗
聖
、
史
孝
咸
、
史
孝
復
ら
が
餘
姚
雙
雁
里

の
半
霖
沈
氏
の
宅
に
義
学
を
創
設
し
た
。
こ
れ
が
姚
江
書
院
の
起
源
で
あ
る
。

思
う
に
彼
ら
は
、
劉
先
生
に
背
い
て
、
別
の
道
に
駆
け
込
ん
だ
者
た
ち
で
あ
る
」

（
是
年
沈
國
謨
與
管
宗
聖
、
史
孝
咸
、
史
孝
復
等
創
義
學
於
餘
姚
雙
雁
里
半
霖
沈
宅
。
是

爲
姚
江
書
院
之
濫
觴
。
蓋
與
先
生
背
道
而
馳
者
也
。
／
呉
光
主
編
・
浙
江
古
籍
出
版
社
刊

『
劉
宗
周
全
集
』
第
六
冊
四
二
八
頁
。
以
下
、
『
劉
宗
周
全
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
冊
数

と
頁
数
の
み
記
す
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

姚
江
書
院
の
濫
觴
と
な
る
活
動
を
行
っ
た
餘
姚
の
人
士
た
ち
を
厳
し
く
批
判

す
る
姚
名
達
の
視
点
は
、
黄
宗
羲
の
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
黄
宗

羲
は
、
師
・
劉
宗
周
が
生
き
た
時
代
の
紹
興
地
域
の
思
想
動
向
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

こ
の
当
時
、
浙
東
地
方
の
学
問
は
、
以
下
の
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
。
新

建
伯
〔
即
ち
王
守
仁
〕
の
学
問
が
一
伝
し
て
王
龍
溪
（
畿
）
と
な
り
、
再
伝

し
て
周
海
門
（
汝
登
）
・
陶
文
簡
が
出
て
、
湛
然
圓
澄
が
そ
こ
に
禅
を
入
れ

込
ん
だ
。
三
伝
し
て
陶
石
梁
（
奭
齡
）
が
登
場
し
た
。
姚
江
の
沈
國
謨
、

管
宗
聖
、
史
孝
咸
が
そ
れ
を
補
佐
し
、
密
雲
圓
悟
が
さ
ら
に
禅
を
加
え
、

會
稽
の
諸
生
の
王
朝
式
な
る
者
は
、
「
〔
鬼
谷
子
の
如
き
〕
捭
闔
の
術
」
で
も

っ
て
そ
の
教
え
を
鼓
舞
し
た
。
證
人
の
会
で
、
陶
石
梁
は
劉
先
生
と
席
を

分
け
て
講
義
を
し
、
さ
ら
に
は
白
馬
山
で
別
会
を
設
け
た
。
そ
こ
で
は
、

因
果
の
道
理
や
ね
じ
曲
が
っ
た
妄
説
が
雜
入
し
、
新
建
の
伝
承
は
地
を
掃

っ
て
し
ま
っ
た
。（
當
是
時
、
浙
河
東
之
學
、
新
建
一
傳
而
爲
王
龍
溪
（
畿
）、
再

傳
而
爲
周
海
門
（
汝
登
）
陶
文
簡
、
則
湛
然
澄
之
、
禅
入
之
。
三
傳
而
爲
陶
石
梁

（
奭
齡
）
、
輔
之
以
姚
江
之
沈
國
謨
、
管
宗
聖
、
史
孝
咸
、
而
密
雲
悟
之
、
禪
又
入

之
。
會
稽
諸
生
王
朝
式
者
、
又
以
捭
闔
之
術
、
鼓
動
以
行
其
教
。
證
人
之
會
、
石

梁
與
先
生
分
席
而
講
、
而
又
爲
會
于
白
馬
山
、
雜
以
因
果
僻
經
妄
説
、
而
新
建
之

傳
掃
地
矣
。
「
子
劉
子
行
状
下
」
、
呉
光
主
編
・
浙
江
古
籍
出
版
社
刊
『
黄
宗
羲
全

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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集
』
第
一
冊
二
五
三
頁
）

黄
宗
羲
の
「
席
を
分
つ
」
「
會
を
白
馬
山
に
爲
す
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
陶
奭
齢

（
石
梁
）
一
派
が
劉
宗
周
と
袂
を
分
か
っ
た
出
来
事
の
証
言
と
し
て
有
名
で
あ

る
。
こ
の
証
言
に
依
拠
し
、
「
白
馬
別
會
」
は
、
明
末
紹
興
に
お
け
る
證
人
社
の

分
裂
（
＝
劉
宗
周
の
学
統
の
分
裂
＝
浙
東
學
術
の
分
岐
）
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て

語
ら
れ
続
け
て
い
く
（
３
）
。
本
稿
は
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
議
論
の
過
程
で
黄
宗
羲
の
こ
の
見
地
に
自
ず
と
異
議
を
唱
え
る

こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
直
前
の
引
用
に
い
う
「
新
建
之
傳
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
王
守

仁
の
学
統
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
引
用
の
し
ば
ら
く
後
に
は
、「
新
建
の
学
に

対
す
る
劉
先
生
の
態
度
は
、
お
お
む
ね
三
度
変
わ
っ
た
。
始
め
は
疑
い
、
中
頃

は
信
じ
、
最
終
的
に
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
弁
難
を
加
え
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に

よ
っ
て
新
建
の
宗
旨
は
再
び
明
ら
か
に
な
っ
た
（
蓋
先
生
于
新
建
之
學
凡
三
變
、
始

而
疑
、
中
而
信
、
終
而
辨
難
不
遺
餘
力
、
而
新
建
之
旨
復
顯
）
」
と
い
う
言
葉
が
見
え

て
い
る
（
４
）
。
宗
周
の
陽
明
学
観
の
展
開
を
示
す
資
料
と
し
て
、
こ
ち
ら
も
有

名
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
餘
姚
の
史
孝
復
と
劉
宗
周
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
思

想
論
争
を
検
討
し
た
結
果
、
黄
宗
羲
の
「
劉
宗
周
が
陽
明
学
に
対
し
、
『
最
終
的

に
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
弁
難
を
加
え
た
』
」
と
い
う
論
定
に
つ
い
て
も
疑
義
を
呈

す
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
本
稿
は
、
劉
宗
周
と
餘
姚
の
史
兄
弟
（
と
り
わ
け
弟
の

孝
復
）
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
知
」
と
「
意
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
分
析

す
る
も
の
で
あ
る
。
最
晩
年
に
展
開
さ
れ
た
こ
の
論
争
に
あ
え
て
視
点
を
定
位

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
静
態
的
に
／
完
成
し
た
構
造
と
し
て
〉
議
論
さ
れ
る
こ

と
の
多
か
っ
た
劉
宗
周
思
想
を
〈
動
態
的
に
／
そ
の
迷
い
も
含
め
た
ゆ
ら
ぎ
の

な
か
で
〉
捉
え
よ
う
と
試
み
る
。
そ
し
て
、
こ
の
試
み
は
、
思
想
史
的
に
「
劉

宗
周
か
ら
黄
宗
羲
へ
」
と
い
う
道
程
を
相
対
化
し
て
い
く
こ
と
（
５
）

を
も
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
．
餘
姚
の
史
兄
弟

２-

１
．
姚
江
書
院
の
濫
觴

い
ま
便
宜
上
、
註
（
１
）
で
触
れ
た
銭
茂
偉
氏
の
見
解
に
拠
っ
て
沈
・
管
・

二
史
の
生
卒
年
（
６
）

を
示
し
、
比
較
の
対
象
と
し
て
関
係
深
い
三
名
の
そ
れ
を

付
記
し
て
お
こ
う
。

沈
國
謨
：
万
暦
三
年
（
一
五
七
五
）
～
順
治
一
二
年
（
一
六
五
五
）

管
宗
聖
：
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
～
崇
禎
一
四
年
（
一
六
四
一
）

史
孝
咸
：
万
暦
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
～
順
治
一
六
年
（
一
六
五
九
）

史
孝
復
：

？

～
崇
禎
一
七
年
（
一
六
四
四
）

劉
宗
周
：
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
～
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）

黄
宗
羲
：
万
暦
三
〇
年
（
一
六
一
〇
）
～
康
煕
三
四
年
（
一
六
九
五
）

邵
廷
采
（
７
）
：
順
治
五
年
（
一
六
四
八
）
～
康
煕
五
〇
年
（
一
七
一
一
）

沈
國
謨
は
餘
姚
の
諸
生
で
、
字
が
叔
則
、
号
が
求
如
、
晩
年
に
石
浪
山
に
住

ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
石
浪
老
樵
と
も
号
し
た
。
王
陽
明
『
伝
習
録
』
を
読
み
深
く

感
動
し
、
周
汝
登
に
教
え
を
請
う
も
、
「
私
は
既
に
年
老
い
た
。
紹
興
城
内
に
い

る
陶
石
梁
（
奭
齢
）
と
劉
念
臺
（
宗
周
）
は
今
の
学
者
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
と
切

磋
琢
磨
さ
れ
よ
（
我
老
矣
、
郡
城
陶
石
梁
劉
念
臺
、
今
之
學
者
也
。
其
相
與
發
之
）
」

と
諭
さ
れ
た
。
周
汝
登
か
ら
名
指
さ
れ
た
こ
の
二
人
の
学
者
が
、
崇
禎
四
年
（
一

六
三
一
）
に
「
證
人
社
／
證
人
之
會
」
を
挙
行
し
た
際
に
は
、
管
宗
聖
、
史
孝

咸
・
孝
復
と
と
も
に
参
加
し
た
。
当
時
、
沈
國
謨
は
五
十
七
歳
、
劉
宗
周
と
管
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宗
聖
が
五
十
四
歳
、
史
孝
咸
が
五
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
で
あ
っ
た
。
講
会
を
主
宰

す
る
大
学
者
へ
の
敬
意
は
も
ち
ろ
ん
存
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
餘
姚
の
人
士
た
ち

は
、
い
わ
ゆ
る
「
弟
子
」「
門
人
」
と
は
言
い
が
た
い
関
係
性
に
あ
っ
た
。
な
お
、

管
宗
聖
も
餘
姚
の
諸
生
で
、
字
は
允
中
、
号
は
霞
標
、
「
人
心
正
し
か
ら
ざ
る
の

弊
は
、
学
術
明
ら
か
な
ら
ざ
る
に
在
り
」
と
考
え
、
「
上
に
王
子
良
知
の
一
脈
を

續
が
ん
と
欲
し
て
」（
嘗
謂
人
心
不
正
弊
在
學
術
不
明
、
欲
上
續
王
子
良
知
一
脉
）
、
沈

氏
や
史
兄
弟
と
研
鑽
を
積
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

史
孝
咸
は
、
字
が
子
虚
、
号
が
拙
修
、
「
村
の
諸
生
で
あ
っ
た
が
、
幼
い
頃
か

ら
ず
ば
抜
け
て
聡
明
で
あ
り
、
日
に
日
に
文
章
で
名
を
な
し
た
。
良
知
の
宗
旨

が
単
な
る
お
題
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
沈
聘
君
（
國
模
）
、
管
徴
君
（
宗

聖
）
、
孝
復
と
と
も
に
、〔
良
知
の
〕
精
要
を
探
求
し
て
実
際
の
体
験
で
実
証
し
、

食
料
の
控
え
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
安
穏
自
若
と
し
て
い
た
。
そ
の
噂

を
聞
き
つ
け
た
者
た
ち
が
、
遠
く
千
里
か
ら
駆
け
つ
け
た
（
隱
君
、
邑
諸
生
、
少

絶
慧
、
文
章
日
有
名
、
自
良
知
之
旨
徒
屬
口
説
、
偕
沈
聘
君
國
模
、
管
徴
君
宗
聖
與
孝
復
、

討
求
精
要
取
以
物
躬
、
雖
瓶
無
儲
粟
、
徜
徉
自
如
。
自
是
聞
風
者
千
里
遠
至
）
」
。
こ
こ

ま
で
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
餘
姚
の
人
士
た
ち
は
、
王
陽
明
の
良

知
心
学
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
餘
姚
出
身
の
王
門
の
弟
子
に
は
、
徐
愛

や
銭
徳
洪
ら
が
お
り
、
そ
の
学
統
を
継
ぐ
意
識
も
彼
ら
に
は
存
し
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
基
本
的
な
前
提
と
し
て
あ
っ
た
の
は

陽
明
学
で
あ
っ
て
、
劉
宗
周
の
学
問
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
彼
ら
が
劉
宗
周
か
ら
何
も
学
ぼ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
證
人
社
で
の
講
学
活
動
が

行
わ
れ
た
時
に
は
餘
姚
か
ら
四
名
で
は
せ
参
じ
て
い
る
し
、
史
孝
咸
に
至
っ
て

は
、
そ
の
六
年
前
の
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）
、
劉
宗
周
が
宦
官
と
衝
突
し
て
郷

里
で
家
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、
既
に
劉
宗
周
を
訪
問
拝
謁
し
て
い
た
。

前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
姚
譜
」
は
、
彼
ら
に
よ
る
崇
禎
一
二
年
（
一
六
三
九
）

の
義
学
開
設
を
、
劉
宗
周
に
「
背
い
て
、
別
の
道
に
駆
け
込
ん
だ
」
も
の
と
非

難
し
て
い
る
が
、
『
姚
江
書
院
志
略
』
に
「
社
學
疏
」
と
い
う
劉
宗
周
の
文
章
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
一
方
的
な
言
い
が
か
り
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
「
社
學
疏
」
の
「
社
」
と
は
證
人
社
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
文
章
の

末
尾
に
は
、
「
崇
禎
一
二
年
、
我
々
の
グ
ル
ー
プ
は
義
学
を
開
設
し
、
紹
興
府
城

と
相
呼
応
し
た
。
ま
だ
法
典
が
整
っ
て
い
な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、
劉
念
臺
先

生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
『
わ
が
證
人
社
の
趣
意
書
は
、
特
定
の
郷
国
の
た
め

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
法
典
の
冒
頭
に
載
せ
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
（
己
卯
、
吾
黨
興
舉
義
學
、
與
越
城
聲
氣

相
應
。
時
未
有
典
籍
、
請
於
念
臺
先
生
。
先
生
曰
、
吾
社
一
疏
非
爲
郷
國
而
設
、
即
以
是

載
之
簡
端
、
可
乎
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
か
ら
に
、
少
な
く
と
も

こ
の
時
点
で
は
、
餘
姚
の
義
学
は
紹
興
の
證
人
社
と
「
聲
氣
相
應
」
ず
る
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
数
年
後
に
、
劉
宗
周
と

史
孝
復
と
の
間
に
激
し
い
論
争
が
湧
き
起
こ
り
、
そ
れ
は
、
黄
宗
羲
か
ら
見
れ

ば
極
め
て
不
愉
快
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
姚
名
達
か
ら
見
れ
ば
劉
宗
周

へ
の
背
反
行
為
で
し
か
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
劉
宗
周
の
没
後

に
も
、
劉
宗
周
の
「
社
學
疏
」
を
掲
げ
た
学
問
活
動
が
餘
姚
の
地
で
営
ま
れ
続

け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
劉
宗
周
と
史
孝
復
の
論
争
に
し
て
も
、
後

に
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
劉
宗
周
は
か
な
り
好
意
的
な
コ
メ
ン
ト
を
残
し

て
い
る
。
黄
宗
羲
ら
の
視
点
を
そ
の
ま
ま
肯
う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。

最
後
に
、
史
孝
復
は
別
号
が
退
修
、
何
度
も
触
れ
た
よ
う
に
史
孝
咸
の
弟
で

あ
る
。
伝
記
に
は
「
幼
き
よ
り
舉
止
は
端
凝
退
然
た
り
」
「
性
は
沈
静
闇
修
、
審

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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行
し
て
表
暴
を
事
と
せ
ず
、
讀
書
し
て
人
の
論
世
を
知
る
を
好
み
、
藻
識
は
甚

だ
精
た
り
、
大
義
の
在
る
所
は
毫
髪
も
假
ら
ず
。･

･
･

致
知
の
學
を
篤
信
す
」（
自

幼
舉
止
端
凝
退
然
、
如
不
勝
衣
、
性
沈
静
闇
修
、
審
行
不
事
表
暴
、
好
讀
書
知
人
論
世
、

藻
識
甚
精
、
大
義
所
在
、
不
毫
髪
假
。･

･
･

篤
信
致
知
之
學
）
と
あ
る
。

以
上
の
伝
記
解
説
は
、
す
べ
て
『
姚
江
書
院
志
略
』
巻
下
「
姚
江
六
子
傳
」

に
拠
る
（
『
中
国
歴
代
書
院
志
』
第
九
冊
二
九
七
～
三
一
五
頁
）
。「
姚
江
六
子
」
と
は
、

上
記
の
四
名
に
王
朝
式
と
韓
孔
當
を
加
え
た
面
々
で
あ
り
、
山
陰
の
人
で
あ
る

王
朝
式
以
外
は
、
み
な
餘
姚
の
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
姚
江
六
子
傳
」

を
書
い
た
の
が
董
瑒
で
あ
る
。

董
瑒
は
、
初
名
が
瑞
生
、
字
は
叔
迪
、
号
は
无
休
、
會
稽
の
人
で
あ
る
。
彼

に
つ
い
て
は
、
邵
廷
采
が
「
東
池
董
无
休
先
生
傳
」
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
董
瑒
は
「
劉
蕺
山
の
全
集
を
校
訂
収
録
し
た
（
讎
録
蕺
山
劉
子
全
集
）
」

人
物
で
あ
る
。
「
劉
蕺
山
が
節
を
全
う
し
た
後
、
證
人
の
会
は
二
十
年
も
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
。〔
董
〕
先
生
は
、
『
道
は
、
一
日
た
り
と
も
不
明
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
後
世
の
者
が
今
日
に
あ
っ
て
、
不
幸
に
も
先
民
の
遺
教
を
失
っ
て
し

ま
い
、
軽
々
し
く
出
処
を
し
、
軽
薄
な
議
論
し
か
し
て
い
な
い
の
は
、
学
会
が

廃
れ
て
い
る
た
め
だ
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
し
て
学
問
に
対
す
る
蕺
山
の
志

を
し
っ
か
り
引
き
継
ぐ
者
と
し
て
、
急
い
で
学
会
を
挙
行
し
よ
う
と
考
え
、
蕺

山
の
高
弟
で
あ
る
張
奠
夫
、
徐
澤
蘊
、
趙
禹
功
ら
先
輩
た
ち
に
古
小
学
に
集
結

し
て
も
ら
う
よ
う
再
び
依
頼
し
、
程
朱
王
劉
の
家
法
を
し
ば
し
ば
宣
揚
し
た
。

そ
こ
で
、
餘
姚
の
黄
梨
洲
と
黄
晦
木
、
華
亭
の
蔣
大
鴻
、
蕭
山
の
毛
西
河
た
ち

が
そ
の
弟
子
を
引
き
連
れ
、
遠
路
は
る
ば
る
参
加
し
た
（
自
蕺
山
完
節
後
、
證
人

之
會
不
舉
者
二
十
年
。
先
生
謂
、
道
不
可
一
日
不
明
。
後
生
生
今
日
、
不
幸
失
先
民
餘
教
、

出
處
輕
而
議
論
薄
、
由
学
會
之
廢
也
。
善
繼
述
蕺
山
志
學
者
、
亟
舉
學
會
、
復
請
蕺
山
高

第
弟
子
張
奠
夫
、
徐
澤
蘊
、
趙
禹
功
諸
前
輩
集
古
小
學
、
敷
揚
程
朱
王
劉
家
法
。
於
是
餘

姚
黄
梨
洲
、
晦
木
、
華
亭
蔣
大
鴻
、
蕭
山
毛
西
河
皆
挈
其
弟
子
、
自
遠
而
至
。
／
『
思
復

堂
文
集
』
巻
三
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
七
三
頁
）
」
。
劉
宗
周
亡
き
後
の
劉
宗
周
学

派
に
と
っ
て
、
董
瑒
が
き
わ
め
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
彼
は
「
劉
子
全
書
鈔
述
」
と
い
う
文
章
を
も
の
し
て
い
る
が
（
第
六
冊
六
五

六
～
九
二
頁
）
、
そ
の
な
か
で
は
、
黄
宗
羲
が
『
劉
子
學
案
』
を
刊
刻
し
た
際
に
、

彼
に
序
文
の
執
筆
を
依
頼
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
そ
の
文
章

の
末
尾
に
そ
の
「
序
文
」
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
判
断
す
る
に
、

劉
宗
周
の
多
く
の
弟
子
の
な
か
で
も
、
黄
宗
羲
の
立
場
に
比
較
的
に
近
い
人
物

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
方
祖
猷
氏
の
『
黄
宗
羲
長
傳
』（
浙
江
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
劉
宗
周
が
国
に
殉
じ
た
後
に
、
そ
の
弟
子
た
ち
は
三
派
、

即
ち
「
正
統
派
」「
修
正
派
」「
独
立
派
」
に
分
裂
し
た
と
述
べ
、
そ
の
所
謂
「
正

統
派
」
と
し
て
、
黄
宗
羲
や
董
瑒
た
ち
を
掲
げ
て
い
る
（
一
五
九
頁
）
。
こ
こ
で

は
師
説
に
手
を
加
え
た
り
そ
れ
を
否
定
し
た
り
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
「
正

統
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
董
瑒
の
立
ち
位
置

を
確
認
す
る
う
え
で
は
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
董
瑒
が
記
し
た
「
姚
江
六
子
傳
」
は
、
五
篇
の
文
章
か
ら
成
る
。

数
が
合
わ
な
い
の
は
、
史
孝
咸
・
孝
復
兄
弟
の
伝
記
が
「
史
隱
君
文
學
兄
弟
傳
」

と
い
う
よ
う
に
一
篇
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
兄
（
「
隱
君
」
＝
孝

咸
）
と
弟
（
「
文
學
」
＝
孝
復
）
の
伝
記
は
、
ど
ち
ら
も
劉
宗
周
と
の
関
係
性
を
主

軸
に
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
弟
の
伝
記
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
商
疑

十
則
、
答
史
子
復
（
即
翻
董
生
前
案
）
」（
第
二
冊
三
四
〇
～
八
頁
）
、
お
よ
び
そ
の

後
も
続
け
ら
れ
た
、
両
者
の
書
簡
を
介
し
た
思
想
問
答
か
ら
成
っ
て
い
る
。
特

に
「
商
疑
十
則
」
は
、
第
九
則
が
ま
る
ま
る
省
略
さ
れ
て
い
る
以
外
は
（
８
）
、
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か
な
り
忠
実
に
そ
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
伝
記
に
お
け
る
そ
の
部
分
は
、

「
崇
禎
九
・
一
〇
年
（
一
六
三
六
・
七
）
ご
ろ
、
劉
先
生
は
、
『
誠
意
』
『
已
発
未

発
』
の
宗
旨
を
学
者
に
掲
げ
示
し
た
。
崇
禎
一
六
年
（
一
六
四
三
）
、
文
学
は
質

問
し
た
（
丙
子
丁
丑
間
、
劉
子
掲
誠
意
已
未
發
之
旨
示
學
者
、
癸
未
、
文
學
質
疑
云･

･
･

）
」

と
い
う
文
言
を
枕
に
し
て
引
用
が
始
ま
り
、
引
用
箇
所
が
終
わ
る
と
、
「
文
学
は

さ
ら
に
、
『
心
の
発
す
る
と
こ
ろ
』
と
い
う
点
や
『
好
悪
は
発
す
る
と
こ
ろ
に
近

し
』
と
い
う
疑
念
を
書
簡
に
記
し
て
劉
先
生
に
送
っ
た
。
劉
先
生
は
答
え
た･
･
･

（
文
學
復
以
心
之
所
發
并
好
惡
近
於
所
發
之
疑
寓
書
劉
子
。
劉
子
答
云
、･
･
･

）
」
と
い

う
説
明
に
続
け
て
、
両
者
が
交
わ
し
た
書
簡
の
内
容
が
引
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
ま
た
、
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
五
月
、
劉
先
生
の
『
大
学
參
疑
』
を
、
文
学

は
閲
読
し
、
再
び
書
簡
を
し
た
た
め
た
（
又
二
年
五
月
劉
子
有
大
學
參
疑
之
編
。
文

學
閲
之
再
致
書
云
）
」
、
「
劉
先
生
は
返
信
し
て
答
え
た
（
劉
子
復
之
曰
）
」
と
い
う
よ

う
に
続
い
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
か
な
り
丁
寧
に
史
孝
復
と
劉
宗
周
の
思
想

問
答
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
董
瑒
の
こ
と
を
「
黄
宗
羲
の
立
場
に

比
較
的
に
近
い
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
記
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
人
物
の
記
し
た
伝
記
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
黄
宗
羲

の
「
餘
姚
グ
ル
ー
プ
観
」
が
姿
を
見
せ
ず
、
肯
定
的
な
叙
述
で
貫
か
れ
て
い
る

（
９
）

点
は
注
目
に
値
す
る
。

２-

２
．
議
論
の
経
緯

さ
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
劉
宗
周
と
史
兄
弟
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
思
想
問

答
の
経
緯
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
崇
禎
一
三
年
（
庚
辰
、
一
六
四
〇
、
劉
宗
周
六
十

三
歳
）
正
月
、
陶
奭
齢
が
没
し
た
。
「
姚
譜
」
は
、
「
陶
奭
齢
た
ち
は
白
馬
山
房

で
集
会
を
行
い
、
劉
先
生
た
ち
は
古
小
学
で
講
会
を
行
っ
た
。
陶
奭
齢
が
没
し

た
後
、
そ
の
友
人
で
あ
る
沈
國
模
、
史
孝
咸
、
史
孝
復
、
王
朝
式
、
管
宗
聖
、

邵
曾
可
ら
は
宗
風
を
宣
揚
し
て
、
そ
の
勢
力
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。
先

生
は
ま
す
ま
す
自
重
さ
れ
、
彼
ら
と
争
う
こ
と
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
（
奭
齢
等
集

會
於
白
馬
山
房
、
先
生
等
主
講
於
古
小
學
、
而
派
別
成
矣
。
奭
齢
既
沒
、
其
友
生
沈
國
模
、

史
孝
咸
、
史
孝
復
、
王
朝
式
、
管
宗
聖
、
邵
曾
可
等
宣
揚
宗
風
、
勢
力
益
盛
。
先
生
益
自

斂
抑
、
不
與
之
争
／
第
六
冊
四
二
九
頁
）
」
と
し
て
い
る
。
崇
禎
一
五
年
（
壬
午
、
一

六
四
二
、
劉
氏
六
十
五
歳
）
の
十
二
月
、
馮
從
吾
（
少
墟
）
の
も
と
で
学
ん
だ
董

標
と
い
う
人
物
が
劉
宗
周
に
謁
見
し
た
が
、
『
大
学
』
の
要
は
「
誠
意
」
に
あ
り

と
す
る
劉
氏
の
主
張
に
疑
問
を
覚
え
た
董
標
が
後
に
「
心
意
十
問
」
を
提
出
し

た
。
そ
れ
に
対
す
る
返
答
が
「
答
董
生
心
意
十
問
」（
第
二
冊
三
三
七
～
四
〇
頁
）

で
あ
る
。
董
標
か
ら
の
「
問
」
に
つ
い
て
は
、
張
履
祥
が

こ
の
学
友
は
、
胸
中
に
見
識
が
無
く
、
ま
た
実
際
に
疑
念
が
あ
っ
て
そ
の

こ
と
を
問
う
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
先
生
が
誠
意
で
も
っ
て
教

説
を
立
て
た
た
め
、
こ
の
十
問
の
題
目
を
こ
し
ら
え
て
、
無
理
や
り
疑
問

を
設
け
て
数
あ
わ
せ
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う

し
て
十
の
問
い
か
け
の
う
ち
、
一
語
と
し
て
切
実
で
真
に
迫
っ
た
言
葉
が

見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
（
又
妄
意
此
友
胸
中
本
無
所
見
、
亦
非
實
有
所

疑
而
後
發
問
、
祇
因
先
生
以
誠
意
爲
教
、
立
此
十
問
題
目
、
強
設
疑
端
、
以
足
其

數
而
已
。
不
然
何
以
十
端
之
中
、
竟
無
一
語
真
切
著
裏
之
言
乎
。
／
「
書
某
友
心

意
十
問
後
」
、
『
楊
園
先
生
全
集
』
中
華
書
局
、
五
九
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
に
、
切
実
さ
の
感
じ
ら
れ
な
い
問
い
か
け
ば
か

り
で
あ
る
。
た
だ
、
史
孝
復
と
劉
宗
周
の
論
争
の
呼
び
水
に
な
っ
た
点
は
評
価

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
姚
譜
」
は
、
彼
に
対
す
る
劉
宗
周
の
返
答
の
内
容
を
、「
意

は
心
の
主
宰
で
あ
り
、
主
宰
に
即
し
て
流
行
す
る
の
だ
か
ら
、
意
を
『
発
』
と

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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し
心
を
『
存
』
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
き
っ
ぱ
り
と

意
を
『
存
』
と
し
心
を
『
発
』
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
大
抵
言
意
爲
心
之
主

宰
、
即
主
宰
而
流
行
在
其
中
、
固
不
可
以
意
爲
發
、
心
爲
存
、
亦
非
截
然
以
意
爲
存
、
心

爲
發
也
。
／
第
六
冊
四
五
八
頁
）
」
と
い
う
言
葉
で
要
約
し
て
い
る
。

翌
一
六
年
（
癸
未
、
一
六
四
三
、
六
十
六
歳
）
、
六
月
十
三
日
に
劉
宗
周
は
紹
興

に
帰
郷
す
る
。
帰
郷
後
の
講
学
会
の
場
で
、
董
標
と
の
問
答
を
資
料
と
し
て
提

示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
「
時
に
史
孝
復
は
先
生
の
心
意
十
答
に
駁
し
、
先
生
は

十
商
を
作
り
て
以
て
之
に
復
す
。
是
の
月
、
又
た
、
史
子
復
（
即
ち
孝
復
）
に

答
う
る
の
書
有
り
。
皆
な
董
生
に
答
え
て
未
だ
盡
く
さ
ざ
る
の
意
を
發
明
す
（
時

史
孝
復
駁
先
生
心
意
十
答
、
先
生
作
十
商
以
復
之
。
是
月
、
又
有
答
史
子
復
（
即
孝
復
）

書
、
皆
發
明
答
董
生
未
盡
之
意
。
／
「
姚
譜
」
、
第
六
冊
四
六
一
頁
）
」
と
い
う
事
態
と

な
っ
た
。
「
是
の
月
」
と
い
う
の
は
同
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
劉
宗
周
は
翌

十
一
月
に
「
大
學
誠
意
章
句
」
「
證
學
雜
解
及
び
良
知
説
」
を
著
し
（
「
劉
譜
」
）
、

除
夕
（
大
晦
日
）
に
は
「
史
子
虚
に
答
う
る
の
書
」
、
す
な
わ
ち
史
孝
咸
と
の
質

疑
が
記
さ
れ
た
書
簡
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
は
首
都
の
陥
落
、
皇
帝
の
自

縊
と
い
っ
た
大
激
震
に
襲
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
明
け
て
「
明
福
王

弘
光
元
年
乙
酉
即
魯
王
監
國
之
年
（
西
一
六
四
五
年
、
清
順
治
二
年
）
先
生
六

十
八
歳
」（
「
姚
譜
」
）
の
三
月
、
劉
宗
周
は
『
大
學
古
文
參
疑
』
の
考
訂
を
完
成

さ
せ
た
。
同
月
、
史
孝
咸
へ
の
書
簡
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
同
書
や
前
の
書
簡

に
対
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
史
孝
復
の
ほ
う
は
こ
の
『
大
學
古
文

參
疑
』
に
つ
い
て
も
疑
問
を
投
げ
か
け
、
同
年
五
月
に
そ
れ
に
対
す
る
返
書
が

劉
宗
周
に
よ
っ
て
著
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
、
清
軍
の
兵
が
南

京
を
破
り
、
「
福
王
は
宵
遁
し
、
往
く
所
を
知
ら
ず
」（
「
姚
譜
」）
と
い
う
状
況
に

よ
に
げ

陥
り
、
水
す
ら
口
に
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
劉
宗
周
は
五
月
二
十
九
日
に
絶
命
す

る
。
劉
宗
周
が
死
の
間
際
ま
で
『
人
譜
』
に
手
を
入
れ
て
い
た
こ
と
は
有
名
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
く
る
な
ら
ば
、
最
晩
年
に
最
も
熱
く
交
わ

さ
れ
た
思
想
論
争
こ
そ
が
史
孝
復
と
の
問
答
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る

（

）
。

10こ
の
よ
う
に
、
餘
姚
の
史
兄
弟
と
の
問
答
は
、

＊
一
六
四
三
年
十
月
「
商
疑
十
則
、
答
史
子
復
（
即
翻
董
生
前
案
）
」（
第

二
冊
三
四
〇
～
八
頁
。
以
下
、
【
Ａ
】
と
呼
称
）

＊
同
年
同
月
「
答
史
子
復
（
孝
復
。
癸
未
十
月
）
」（
第
三
冊
三
七
九
～
八
〇

頁
。
以
下
、
【
Ｂ
】
と
呼
称
）

＊
同
年
十
二
月
「
答
史
子
虚
（
孝
咸
。
癸
未
除
夕
）
」（
第
三
冊
三
七
八
～
九

頁
。
以
下
、
【
Ｃ
】
と
呼
称
）

＊
一
六
四
五
年
三
月
「
答
史
子
虚
三
（
乙
酉
三
月
）
」（
第
三
冊
五
一
一
～
二

頁
。
以
下
、
【
Ｄ
】
と
呼
称
）

＊
同
年
五
月
「
答
史
子
復
二
（
附
來
書
。
乙
酉
五
月
）
」（
第
三
冊
三
八
三
～

八
頁
。
以
下
、
【
Ｅ
】
と
呼
称
）（

）
11

と
い
う
具
合
で
進
行
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
以
外
に
、
本
稿
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
資
料
と
し
て
、
四
庫
全
書
本
『
劉
蕺
山
集
』
巻
八
に
の
み
収
め
ら
れ

て
い
る
「
答
史
子
復
二
（
附
來
書
）
」
が
あ
る
。
『
劉
宗
周
全
集
』
で
は
第
三
冊

五
三
六
～
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
四
庫
全
書
本
か
ら
の
転
記

を
誤
っ
て
一
行
ま
る
ま
る
脱
落
し
て
い
る
箇
所
が
存
す
る
（

）

等
、
何
か
と
不

12

遇
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
執
筆
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
末
尾
に
「
惟

裁
正
幸
甚
。
轉
呈
令
兄
待
正
、
何
如
」
と
い
う
表
現
（
後
述
）
が
見
え
る
と
と

も
に
、
こ
の
書
簡
で
議
論
さ
れ
た
「
幾
」
に
つ
い
て
【
Ｃ
】
で
も
（
即
ち
「
令
兄
」

た
る
史
孝
咸
と
の
間
で
も
）
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
【
Ｂ
】
と
【
Ｃ
】
の
間

東洋古典學研究 第 46集 2018
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に
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
（
よ
っ
て
、
同
書
簡
を
以
下
【
Ｂ+

】
と

呼
称
す
る
）
。
ち
な
み
に
、
四
庫
全
書
本
で
は
こ
の
書
簡
が
「
二
」
、【
Ｅ
】
が
「
三
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
論
で
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
く
（

）
。

13

３
．
議
論
の
構
図

３-

１
．
「
意
」
と
「
知
」

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
論
争
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
「
答
董
生
心
意
十

問
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
最
も
特
徴
的
な
劉
宗
周
の
発
言
を
一
つ
選
ん

で
、
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

「
意
」
は
「
心
が
心
で
あ
る
所
以
」
で
あ
る
。
「
心
」
と
だ
け
言
え
ば
、

そ
れ
は
単
な
る
ち
っ
ぽ
け
な
空
洞
体
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
「
意
」
字
を

付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
方
位
を
示
す
指
南
針
の
存
在
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
。〔
も
ち
ろ
ん
こ
の
比
喩
だ
と
、
〕
羅
針
盤
と
指
南
針
は
別
物
で

あ
る
が
、
「
心
」
に
お
け
る
「
意
」
と
は
空
洞
体
の
な
か
の
あ
る
種
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
精
神
）
で
あ
っ
て
、
や
は
り
一
つ
の
「
心
」
に
他
な
ら
な
い

（
意
者
、
心
之
所
以
爲
心
也
。
止
言
心
、
則
心
只
是
徑
寸
虚
體
耳
。
著
箇
意
字
、

方
見
下
了
定
盤
鍼
、
有
子
午
可
指
。
然
定
盤
鍼
與
盤
子
、
終
是
兩
物
。
意
之
於
心
、

只
是
虚
體
中
一
點
精
神
、
仍
只
是
一
箇
心
。
／
第
二
冊
三
三
七
～
八
頁
）

「
心
意
十
問
」
と
呼
ば
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
董
標
と
の
問
答
に
お
い
て
は
、「
心
」

と
「
意
」
の
関
係
性
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。
史
孝
復
と
の
論
争
は
、

そ
れ
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
に
「
意
」
と
「
知
」
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
議
論

へ
と
力
点
を
移
し
て
い
っ
た
。
前
に
紹
介
し
た
如
く
、
史
孝
復
は
「
致
知
の
學

を
篤
信
」
し
た
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
張
履
祥
か
ら
「
胸
中
本
無
所
見
」
と
酷
評
さ
れ
た
董
標
と
は
異
な
り
、

史
孝
復
の
論
難
は
極
め
て
鋭
利
で
あ
っ
た
た
め
、
両
者
の
論
争
も
熱
を
帯
び
た

も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
論
争
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ

の
論
争
は
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
合
意
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
あ

る
種
の
水
掛
け
論
の
ま
ま
進
行
し
、
両
者
の
死
に
よ
り
収
束
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
両
者
が
喧
嘩
別
れ
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
少

な
く
と
も
劉
宗
周
の
ほ
う
は
、
繰
り
返
し
史
孝
復
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
両
者

の
意
見
が
最
終
的
に
は
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
。
ま
ず
は
、

こ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【
Ａ
】
第
四
則
は
、
史
孝
復
か
ら
の
驚
く
べ
き
質
疑
で
始
ま
っ
て
い
る
。

質
疑
に
云
く
、
某
の
い
わ
ゆ
る
「
意
」
と
は
、
「
知
」
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
〔
、
と
の
こ
と
で
し
た
〕
。
「
心
」
の
あ
り
方
は
渾
然

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
知
」
を
説
く
こ
と
で
、
は
じ
め
て
、
方
角
を

指
し
示
す
指
南
針
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
曰
く
、
「
意
」

を
指
南
針
と
す
る
な
ら
ば
、
「
適
莫
信
果
」
で
〔
そ
の
指
南
針
が
〕
主
と
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
質
疑
云
、
某
之
所
謂
意
者
、
蓋
言
知
也
。
心

體
渾
然
、
説
箇
知
字
、
方
見
有
箇
定
盤
鍼

、
有
子
午
可
指
。
又
曰
、
以
意
爲
定
盤

鍼
、
則
適
莫
信
果
、
無
所
不
主
。
／
第
二
冊
三
四
二
頁
）

こ
こ
で
「
某
之
所
謂
意
」
と
言
わ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
「
史
隱
君
文
學
兄
弟
傳
」

で
は
「
先
生
之
所
謂
意
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
某
」
は
史
孝
復
の
自
称
で

は
な
く
、
劉
宗
周
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
董
標
と

の
問
答
で
指
南
針
の
比
喩
を
用
い
て
「
意
」
を
説
明
し
た
劉
宗
周
に
対
し
、

そ
れ
は
む
し
ろ
「
知
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
史
孝
復
が
言
っ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
点
は
、
以
後
の
議
論
の
応
答
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（

）
。

14

な
お
、
「
又
曰
」
以
降
の
部
分
は
難
解
で
、
「
適
莫
信
果
」
を
う
ま
く
日
本
語

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
。
「
適
莫
」
は

『
論
語
』
里
仁
篇
の
「
君
子
之
於
天
下
也
、
無
適
也
、
無
莫
也
、
義
之
與
比
」

を
、
「
信
果
」
も
同
書
子
路
篇
の
「
言
必
信
、
行
必
果
、
硜
硜
然
小
人
哉
」
を

踏
ま
え
て
い
よ
う
。
朱
熹
は
「
適
」
を
「
専
主
」（

）
、
「
莫
」
を
「
不
宜
」
と

15

訓
釈
し
た
。
ま
た
、
「
言
必
信
、
行
必
果
」
が
「
小
人
」
の
あ
り
方
と
さ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
は
「
小
人
、
言
其
識
量
之
淺
狹
也
。
此
其
本
末
皆
無
足
觀
、

．
．

．
．
．

然
亦
不
害
其
自
守
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
語
に
つ
い
て

も
否
定
的
な
語
ら
れ
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
語
を
あ
え
て
「
意
」
に

充
て
た
史
孝
復
の
立
場
は
明
白
で
あ
る
。
彼
の
論
難
は
、
「
意
を
指
南
針
に
見

立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
価
値
判
断
を
下
し
た
り
（
「
適
莫
」
）
自
己
の

立
場
を
守
ろ
う
と
し
た
り
（
「
信
果
」
）
す
る
働
き
が
必
ず
主
導
す
る
（
そ

う
い

う
引
き
ず
ら
れ
た
形
で
意
が
作
動
す
る
）

こ
と
に
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
警

告
の
意
味
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
に
対
す
る
劉
宗
周
の
回
答
は
、
「
来
教
に
い
わ
ゆ
る
『
適
莫
信
果
』
に

も
、〔
指
南
針
が
〕
方
角
〔
を
指
し
示
す
、
そ
〕
の
有
様
が
見
て
取
れ
そ
う
で
す
。

方
角
は
活
き
た
『
適
莫
』
、
『
適
莫
』
は
死
ん
だ
方
角
で
す
。
実
の
と
こ
ろ
、
活

き
た
も
の
は
『
意
』
で
す
が
、
死
ん
だ
も
の
は
『
意
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
点
か
ら
推
測
し
て
い
け
ば
、
『
意
』
の
字
義
は
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

す
（
即
來
教
適
莫
信
果
、
亦
彷
彿
見
得
子
午
樣
子

、
子
午
是
活
適
莫
、
適
莫
是
死
子
午
。

其
實
活
者
是
意
、
死
者
非
意
、
以
此
推
測
去
、
意
字
漸
分
明
了
／
第
二
冊
三
四
二
頁
）
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
活
き
活
き
と
し
た
「
意
」
の
働
き
は
ま
さ

し
く
指
南
た
り
得
る
が
、
そ
れ
を
固
定
化
（
「
死
」
）
さ
せ
て
は
い
け
な
い
、「
意
」

の
指
示
に
は
価
値
判
断
が
自
ず
と
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
方
角
の
指
し
示

し
よ
り
も
先
に
価
値
判
断
が
立
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
意
味
で

あ
ろ
う
。
こ
の
劉
宗
周
の
説
明
に
史
孝
復
が
納
得
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

こ
れ
以
後
も
、
「
指
南
針
が
方
角
を
指
し
示
す
機
能
」
を
「
意
」
に
見
出
す
劉
宗

周
に
対
し
、
「
知
」
こ
そ
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
史
孝
復
と
い
う
構
図

に
は
、
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
以
降
の
や
り
取
り
に
お
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
に
従
い
、
主
張
し
合
う
構
図
が
続
い
て
い
く
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
「
劉
宗
周
の
い
う
意
は
知
の
こ
と
だ
」
と
い
う
史
孝
復
の

言
葉
に
対
し
て
、
劉
宗
周
は
半
ば
反
論
し
つ
つ
も
、
半
ば
是
認
し
た
。
同
じ
く

【
Ａ
】
第
四
則
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

「
心
」
と
い
う
も
の
は
、
一
箇
の
光
明
蔵
（
光
を
納
め
る
蔵
）
で
あ
り
、
こ

れ
を
「
明
徳
」
と
い
い
ま
す
。
光
を
納
め
る
蔵
の
中
か
ら
方
角
を
探
し
出

す
な
ら
ば
、
こ
の
輝
く
光
は
、
ど
こ
に
行
く
の
か
分
か
ら
な
い
と
り
と
め

の
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
点
に
対
し
、

私
だ
け
が
「
意
」
の
字
を
当
て
て
い
る
の
で
す
（
心
體
只
是
一
箇
光
明
藏
、

謂
之
明
德
、
就
光
明
藏
中
討
出
箇
子
午
、
見
此
一
點
光
明
原
不
是
蕩
而
無
歸
者
、

愚
獨
以
意
字
當
之
。
／
同
上
）

こ
の
よ
う
に
自
己
の
立
場
を
説
明
し
直
し
た
う
え
で
、「
総
じ
て
言
え
ば
、『
心
』

は
一
つ
で
す
。
貴
君
が
『
知
』
と
見
な
し
て
い
る
も
の
は
『
意
の
な
か
の
知
』

に
他
な
ら
ず
、
僕
が
『
意
』
と
考
え
て
い
る
も
の
は
『
知
の
な
か
の
意
』
で
す

（
總
之
、
心
一
也
、
先
生
以
爲
知
者
即
是
意
中
之
知
、
而
僕
之
以
爲
意
者
即
是
知
中
之
意

也
）
」
と
述
べ
て
い
る
（

）
。
【
Ａ
】
の
表
題
に
は
「
即
翻
董
生
前
案
」
と
い
う

16

語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
「
姚
譜
」
が
【
Ａ
】
に
つ
い
て
「
皆
な
董
生
に
答
え
て

未
だ
盡
く
さ
ざ
る
の
意
を
發
明
す
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を
前
で
触
れ
た
が
、

「
翻
」
と
い
う
表
現
は
「
未
だ
盡
く
さ
ざ
る
の
意
を
發
明
す
」
と
い
う
レ
ベ
ル

に
は
収
ま
ら
な
い
響
き
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
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を
文
字
通
り
、
何
か
が
「
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
た
」
と
理
解
し
た
い
の
だ
が
、
そ

の
何
か
が
、
こ
こ
で
の
や
り
取
り
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

．
．

今
の
引
用
の
直
後
に
、
劉
宗
周
は
、
「
前
の
書
簡
（

）

で
『
わ
が
心
を
先
に
得

17

た
も
の
と
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
』
と
は
、
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
の
で

す
（
前
柬
云
、
不
覺
失
笑
先
得
我
心
者
、
以
此
）
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
劉
宗
周
の

い
う
「
意
」
が
実
は
「
知
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
史
孝
復
の
指
摘
を
、

自
ら
気
づ
か
な
か
っ
た
（
言
い
た
く
て
も
う
ま
く
言
え
な
か
っ
た
）
点
を
見
事
に
言

い
当
て
て
く
れ
た
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
た
、
そ
の
気
持
ち
を
こ
め
た
言

葉
こ
そ
が
、
こ
の
「
翻
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
史
孝
復
の
こ
の
指
摘
は
、
後
の
議
論
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
く
。
劉
宗
周
は
【
Ｂ
】
の
出
だ
し
の
部
分
で
、
【
Ａ
】

の
や
り
取
り
で
「
拙
意
と
解
明
し
合
う
点
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
の
い
う
「
意
」

が
「
知
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
が
そ
れ
で
す
（
蓋
亦
有
與
鄙
意
互
相

發
明
者
、
如
謂
僕
之
所
云
意
、
蓋
言
知
、
是
也
）
」
と
い
う
よ
う
に
史
孝
復
の
発
言

に
対
す
る
好
意
的
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
、
「
意
」
と
「
知
」
の
関
係
性
に
つ
い

て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

「
意
」
と
「
知
」
は
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
「
心
」
と
「
意
」
を
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
（

）
。
分
析
的
見
解
は
、
後
儒
の
過
ち
で
す
。
「
意

18

は
心
の
発
す
る
所
」
に
つ
い
て
は
、
古
来
、
既
に
そ
の
よ
う
な
訓
釈
が
あ

も
の

る
わ
け
で
、
ど
う
し
て
僕
だ
け
が
そ
れ
に
逆
ら
い
ま
し
ょ
う
。
た
だ
思
う

に
、
人
心
の
あ
り
方
は
、「
存
す
る
所
」
が
必
ず
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
「
発

す
る
所
」
が
あ
る
も
の
で
す
。「
意
は
心
の
発
す
る
所
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

何
が
「
心
の
存
す
る
所
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。
「
心
」
を
「
存
す
る
所
」

で
表
現
し
、
「
意
」
を
「
発
す
る
所
」
で
表
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
心
」

と
「
意
」
と
は
対
偶
関
係
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
よ
い
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
（
知
意
之
與
知
分
不
得
兩
事
、
則
知
心
與
意
分
不
得
兩
事
矣
。

分
晰
之
見
、
後
儒
之
誤
也
。
意
爲
心
之
所
發
、
古
來
已
有
是
疏
、
僕
何
爲
獨
不
然
。

第
思
人
心
之
體
、
必
有
所
存
而
後
有
所
發
、
如
意
爲
心
之
所
發
、
則
孰
爲
心
之
所

存
乎
。
如
心
以
所
存
言
、
而
意
以
所
發
言
、
則
心
與
意
是
對
偶
之
物
矣
、
而
惡
乎

可
。
／
第
三
冊
三
七
九
頁
）

な
お
、
引
用
部
分
の
末
尾
「
そ
れ
で
よ
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
（
而
惡
乎
可
）
」

は
、「
史
隱
君
文
學
兄
弟
傳
」
と
四
庫
全
書
本
版
【
Ｂ
】
で
は
、
「
『
意
』
が
『
発

す
る
所
』
で
『
知
』
が
『
存
す
る
所
』
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
意
』
と
『
知
』
も
ま

た
対
偶
関
係
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
如
意
爲
所
發
而
知
爲
所
存
則
意
與
知
亦
是
對

偶
之
物
矣
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ら
に
畳
み
か
け
る
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
。
「
知
」
「
意
」
「
心
」
を
「
兩
物
」
「
對
偶
之
物
」
と
は
捉
え
な
い
劉
宗
周
の

基
本
姿
勢
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
極
め
て
重
要
な
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
彼
が
こ
の
三
者
を
全
く
同
一
の
物
と
見
な
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
劉
宗
周
が
続
け
て
、
「
総
じ
て
言
え
ば
、
『
存
す
る
』
こ
と

と
『
発
す
る
』
こ
と
は
一
つ
の

機

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
『
存
す
る

し
く
み

所
』
で
『
発
す
る
所
』
を
該
括
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、『
発
す
る
所
』
で
『
存

す
る
所
』
を
遺
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
總
之
、
存
發
只
是
一
機
（

）
、

19

故
可
以
所
存
該
所
發
、
而
終
不
可
以
所
發
遺
所
存
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
や
は
り
「
存

す
る
所
＝
意
」
の
権
能
が
最
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
存
／
発
」
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
に
節
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
、
い
ま
し
ば
ら
く
「
意
」
と
「
知
」
を
め
ぐ
る
両
者
の
や
り
取
り
を
見
て

お
こ
う
。
そ
も
そ
も
【
Ａ
】
第
一
則
は
、
史
孝
復
の
「
も
し
『
良
知
』
を
捨
て

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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て
単
に
『
誠
意
』
だ
け
を
掲
げ
る
の
な
ら
ば
、
必
ず
、
『
誠
と
す
べ
き
で
な
い
も

の
を
誠
に
す
る
』
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
（
誠
恐
抛
卻
良
知
、
單
提
誠
意
、
必
有
誠

非
所
誠
者
）
」
と
い
う
問
い
か
け
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
劉
宗
周

は
、
「
『
格
物
致
知
』
は
『
誠
意
』
を
実
現
す
る
工

夫
で
あ
り
、
『
善
を
明
ら
か

じ
つ
せ
ん

に
す
る
』
の
は
『
身
を
誠
に
す
る
』
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
て
、
そ
の
趣
旨
は
同

一
で
す
（
格
致
是
誠
意
工
夫
、
明
善
是
誠
身
工
夫
、
其
旨
一
也
）
」
と
し
た
う
え
で
、

「
誠
意
」
を
主
意
と
し
「
格
物
致
知
」
を
そ
の
た
め
の
工
夫
と
す
る
な
ら

プ
ラ
ン

じ
つ
せ
ん

ば
、
工
夫
は
主
意
の
う
ち
に
結
実
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ど
ち
ら
が
先

か
後
か
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
格
物
致
知
」
に
そ
れ
特
定
の
伝
が

な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。
主
意
を
言
う
だ
け
で
し
た
ら
、
確
か
に
古

人
の
病
弊
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
主
意
を
提
示
せ
ず
漫
然
と
工
夫
を

説
く
だ
け
で
し
た
ら
、
必
ず
「
知
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
を
知
る
」
病
弊

に
陥
る
こ
と
で
し
ょ
う
（
蓋
以
誠
意
爲
主
意
、
格
致
爲
工
夫
、
工
夫
結
在
主
意
中
、

並
無
先
後
可
言
、
故
格
致
無
特
傳
。
止
言
主
意
、
誠
不
免
古
人
之
病
、
然
若
不
提
起

主
意
、
而
漫
言
工
夫
、
將
必
有
知
非
所
知
之
病
矣
／
第
二
冊
三
四
一
頁
）

と
も
主
張
し
た
。
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
両
者
の
間
で
折
り
合
い
が
付
か
な
か

っ
た
こ
と
は
、
劉
宗
周
か
ら
の
最
後
の
史
孝
復
宛
て
書
簡
【
Ｅ
】
で
も
、
同
類

の
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。【
Ｅ
】
冒
頭
に
収

め
ら
れ
た
史
孝
復
か
ら
の
書
簡
を
見
れ
ば
、
彼
の
立
場
は
明
快
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
『
大
学
』
で
「
致
知
」
を
「
誠
意
」
よ
り
先
に
置
き
、
『
中
庸
』
で
は
「
明

善
」
を
「
誠
身
」
よ
り
先
に
置
き
、
『
論
語
』
は
「
知
及
ぶ
」
を
「
仁
守
る
」
よ

り
先
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
聖
学
の
伝
統
は
「
知
先
行
後
」

で
あ
る
、
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
要
す
る
に
、「
心
の
存
す
る
所
」「
心

の
主
宰
」
「
心
の
心
為
る
所
以
」
で
あ
る
「
意
」
を
中
核
概
念
に
据
え
、
そ
れ
を

「
誠
」
に
す
る
こ
と
を
工
夫
論
の
最
優
先
事
項
と
見
な
し
て
い
る
劉
宗
周
に
対

す
る
批
判
で
あ
り
、
「
良
知
」
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
陽
明
学
的
立
場
か
ら
な

る
反
論
で
あ
る
（

）
。

20

こ
の
批
判
に
対
し
、
劉
宗
周
は
む
し
ろ
自
己
の
学
説
と
史
孝
復
＝
陽
明
学
と

の
親
近
性
を
主
張
す
る
。
「
『
誠
意
』
に
は
必
ず
『
格
物
致
知
』
が
先
行
し
、『
身

を
誠
に
す
る
』
に
は
必
ず
『
善
を
明
ら
か
に
す
る
』
が
先
行
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
し
、
僕
も
ま
た
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
誠
意
之
必
先
格
致
也
、
與
誠
身
之
必
先
明
善
也
、
夫
人
而
知
之
、
僕
亦
嘗
竊
聞
之
矣
）
」

と
史
孝
復
の
主
張
を
ひ
と
ま
ず
是
認
し
た
う
え
で
、

か
つ
て
陽
明
先
生
の
「
知
行
合
一
」
説
に
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
「
知
の
眞
切
篤
實
の
處
は
即
ち
是
れ
行
」
と
説
か
れ
て
い
ま

し
た
。
「
眞
切
篤
實
」
と
は
、
単
に
「
行
」
字
が
〔
知
に
〕
合
体
し
た
も
の

で
は
な
く
、
実
は
「
誠
」
字
の
別
名
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、「
知
」

「
行
」
は
一
つ
で
す
が
、
「
誠
」
「
明
」
も
ま
た
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
『
中
庸
』
で
は
、
道
が
「
明
ら
か
で
な
い
」
こ
と

と
「
行
わ
れ
な
い
」
こ
と
と
を
別
々
に
言
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
「
誠
か
ら

明
」
と
「
明
か
ら
誠
」
と
を
合
し
て
述
べ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
実
に
「
深

切
著
明
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
た
だ
、
立
教
の
趣
旨
と
し
て
、
必
ず
「
明
」

を
先
に
し
「
誠
」
を
後
に
し
、
「
致
知
」
を
先
に
し
「
誠
意
」
を
後
に
し

て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
し
っ
か
り
着
手
す
る
方
法
で
「
こ

れ
か
ら
あ
れ
に
及
ぶ
」
と
言
う
場
合
、
本
当
に
、
ど
ち
ら
か
が
先
で
ど

ち
ら
か
が
後
で
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
（
一
日
有
感
於
陽
明
子
知

行
合
一
之
説
、
曰
、
知
之
眞
切
篤
實
處
即
是
行
。
夫
眞
切
篤
實
、
非
徒
行
字
之
合

體
、
實
即
誠
字
之
別
名
、
固
知
知
行
是
一
、
誠
明
亦
是
一
。
所
以
中
庸
一
則
互
言
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道
之
不
明
不
行
、
一
則
合
言
誠
明
明
誠
、
可
爲
深
切
著
明
。
惟
是
立
教
之
旨
、
必

先
明
而
後
誠
、
先
致
知
而
後
誠
意
。
凡
以
言
乎
下
手
得
力
之
法
、
若
因
此
而
及
彼

者
、
而
非
果
有
一
先
一
後
之
可
言
也
。
／
第
三
冊
三
八
五
頁
）

極
め
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
陽
明
学
的
立
場
に
拠
る
は
ず
の
史
孝
復
が
分
析
的

な
議
論
を
展
開
す
る
の
に
対
し
、
劉
宗
周
の
ほ
う
が
、
む
し
ろ
総
合
的
な
立
場

を
強
調
し
て
い
る
。
劉
宗
周
は
こ
こ
で
、
相
手
の
分
析
的
立
場
を
崩
し
て
い
く

た
め
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
ら
進
ん
で
、
自
己
の
立
説
が
実
は
王
陽
明
の

「
知
行
合
一
」
論
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
（

）
。
も
ち
ろ
ん
、
劉
宗
周
が
全
面
的
に
陽
明
学
に
与
し
た
と
い
う
わ
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け
で
は
な
い
。
劉
宗
周
は
、
王
陽
明
が
「
道
問
學
是
尊
徳
性
工
夫
、
惟
精
是
惟

一
工
夫
、
明
善
是
誠
身
工
夫
、
格
致
是
誠
意
工
夫
」（
『
伝
習
録
』
上
巻
第
二
六
条

（

）
）
と
い
う
よ
う
に
、
か
つ
て
よ
り
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
概
念
群
を

22
相
即
的
に
捉
え
た
功
績
を
認
め
つ
つ
も
、
以
下
の
よ
う
な
微
妙
な
評
定
も
下
し

て
い
る
。

古
来
き
っ
ぱ
り
と
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
き
た
工
夫
を
こ
と
ご
と
く
一
つ
に

ま
と
め
た
こ
と
は
、
学
術
に
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、〔
陽
明
先

生
は
〕
そ
れ
で
も
や
は
り
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
恐

れ
て
、
『
大
学
』
の
工
夫
の
ほ
う
に
直
に
、
軽
率
に
も
「
良
」
の
一
字
を

加
え
て
明
德
の
説
と
合
体
さ
せ
、
工
夫
即
本
体
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と

さ
れ
た
の
で
す
。
苦
心
に
苦
心
を
重
ね
た
も
の
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
（
將

古
來
一
切
劈
開
兩
項
工
夫
、
盡
合
作
一
事
、
眞
大
有
功
於
學
者
、
猶
恐
不
能
合
也
。

直
於
大
學
工
夫
邊
事
、
輕
輕
加
一
良
字
、
以
合
於
明
德
之
説
、
以
見
即
工
夫
即
本

體
、
可
爲
費
盡
苦
心
。
／
第
三
冊
三
八
五
頁
）

こ
の
箇
所
か
ら
も
伺
え
る
劉
宗
周
最
晩
年
の
微
妙
な
陽
明
学
観
に
つ
い
て
は
、

後
に
節
を
改
め
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
自
分
と

史
孝
復
と
の
間
に
は
既
に
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り

の
、
劉
宗
周
の
口
ぶ
り
で
あ
る
。
直
前
の
引
用
の
あ
と
で
、
劉
宗
周
は
「
お
よ

そ
こ
れ
ら
は
み
な
貴
君
が
長
ら
く
ぴ
た
り
と
言
い
当
て
て
き
た
こ
と
で
、
僕
も

か
つ
て
口
頭
で
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
『
大
学
參
疑
』

の
な
か
に
反
映
さ
せ
て
、
貴
君
か
ら
お
認
め
い
た
だ
き
ま
し
た
（
凡
此
皆
丈
妙
契

有
日
、
即
僕
亦
嘗
口
耳
而
聞
之
、
頗
見
一
二
於
參
疑
中
、
已
蒙
丈
稍
稍
印
可
）
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
書
簡
の
冒
頭
で
使
っ
て
い
た
「
同
調
」
と
い
う
表
現
を
再
び
く
り
返
し

て
い
る
。
少
な
く
と
も
史
孝
復
か
ら
す
れ
ば
、「
（
致
）
知
」
よ
り
も
「
（
誠
）
意
」

を
優
先
さ
せ
る
劉
宗
周
の
学
説
は
、
到
底
、
承
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
劉
宗
周
は
、
こ
の
部
分
を
本
質
的
な
相
違
と
は
見

な
さ
ず
、
弓
矢
の
た
と
え
を
用
い
て
両
者
の
相
違
を
無
効
化
し
よ
う
と
し
た
。

貴
君
は
工
夫
の
ほ
う
を
重
く
見
て
、
工
夫
の
ほ
か
に
別
に
探
し
求
め
る
べ

き
主
意
な
ど
無
い
と
し
て
、
一
方
が
先
で
も
う
一
方
が
後
だ
と
す
る
〔
『
大

学
』
の
〕
本
文
に
賛
同
さ
れ
て
い
ま
す
。
僕
自
身
は
主
意
の
ほ
う
を
重
く

見
て
い
て
、
主
意
を
離
れ
て
ど
う
し
て
工
夫
の
や
り
よ
う
が
あ
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
、
古
本
大
学
の
諸
伝
が
「
誠
意
」
を
最
初
に
置
き
、
「
所
謂

誠
意
」
と
い
う
よ
う
に
直
指
し
単
独
で
掲
げ
て
い
る
ほ
う
の
本
文
に
賛
同

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
矢
を
射
よ
う
と
し
て
い
る
者
が
、
さ
き
に
弓

を
手
に
し
て
矢
を
つ
か
み
、
そ
の
後
で
命
中
さ
せ
る
こ
と
と
、
命
中
さ
せ

よ
う
と
思
っ
て
か
ら
弓
を
手
に
し
て
矢
を
つ
か
む
こ
と
と
で
は
、
小
さ
な

違
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
、
一
つ
の
「
射
る
」
と

い
う
こ
と
を
同
じ
く
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
長
安
に
向
か
う
者
が
、
出
発
し
て
か
ら
の
行
程
を
事
前
に
検
討

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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し
、
そ
の
後
で
首
都
に
入
る
の
と
、
「
首
都
に
入
ろ
う
」
と
い
う
「
意
」

を
必
ず
も
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
始
め
て
出
発
し
て
行
程
を
こ
な
す
こ
と
と

で
は
、
小
さ
な
違
い
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
実
際
は
、
ど
ち

ら
も
長
安
に
向
か
う
人
な
の
で
す
か
ら
、
「
大
同
小
異
」
と
み
な
し
て
、

ど
う
し
て
問
題
が
あ
り
ま
し
ょ
う
（
丈
有
見
於
工
夫
邊
事
重
、
舎
工
夫
別
無
主

意
可
覓
、
以
自
附
於
一
先
一
後
之
本
文
。
僕
竊
有
見
於
主
意
邊
事
重
、
離
卻
主
意
、

亦
安
得
有
工
夫
可
下
、
以
自
附
於
古
本
諸
傳
首
誠
意
、
與
所
謂
誠
意
者
、
直
指
單

提
之
本
文
、
政
如
射
者
先
操
弓
挾
矢
而
後
命
中
、
與
欲
命
中
而
始
操
弓
挾
矢
、
不

能
無
少
異
、
然
其
實
同
於
一
射
而
已
。
又
如
道
長
安
者
先
辨
出
門
路
程
而
後
入
京

師
、
與
必
有
欲
入
京
師
之
意
而
始
出
門
以
取
路
程
、
不
能
無
少
異
、
其
實
同
是
長

安
道
上
人
、
則
亦
何
害
其
爲
大
同
而
小
異
乎
。
／
第
三
冊
三
八
六
頁
）

こ
の
弓
矢
の
た
と
え
は
、
【
Ｂ+

】
で
も
論
究
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
「
存
／
発
」
の
問
題
と
絡
め
て
「
僕
は
、
『
致
知
』
の
実
践
は
ひ
と
え
に

『
存
す
る
所
』
に
か
か
っ
て
お
り
、
『
発
す
る
所
』
に
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

も
し
も
『
発
す
る
所
』
に
あ
る
の
で
し
た
ら
、
矢
が
弓
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
矢
が
弓

を
離
れ
る
前
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
『
存
す
る
所
』
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
僕
則
以
爲
致
知
之
功
全
在
存
處
、
不
在
發
處
。

如
在
發
處
、
則
箭
已
離
弦
、
如
何
控
持
。
若
箭
未
離
弦
時
作
控
持
、
依
舊
在
存
處
也
。
／

第
三
冊
五
三
八
頁
）
」
と
語
ら
れ
て
い
た
。
意
地
の
悪
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、
上

記
の
【
Ｅ
】
の
論
法
は
、
自
分
が
持
ち
出
し
た
比
喩
を
自
分
で
否
定
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
、
危
険
な
論
理
展
開
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も

と
も
と
「
致
知
」
に
関
す
る
比
喩
だ
っ
た
も
の
が
「
意
」
と
「
知
」
の
相
違
を

説
明
す
る
場
面
へ
と
援
用
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
相
違
が
結
局
は
「
大
同
小
異
」

だ
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
長
安
」
そ
の
も
の
を
「
知
」

る
こ
と
な
く
、
そ
こ
に
行
こ
う
と
い
う
「
意
」
を
抱
く
こ
と
が
原
理
的
に
可
能

な
の
か
ど
う
か
も
訝
し
い
。
か
な
り
苦
し
い
説
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（

）
。
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た
だ
、
劉
宗
周
自
身
は
特
に
問
題
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
「
発
す
る
」
前
に
「
存
す
る
」
も
の
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
い
て
さ

え
い
れ
ば
（
そ
の
点
さ
え
担
保
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
）
、
そ
れ
で
問
題
は
生
じ
な
い

の
だ
か
ら
。
そ
も
そ
も
、
劉
宗
周
の
い
わ
ゆ
る
「
意
」
は
「
知
」
の
こ
と
だ
と
、

史
孝
復
が
認
め
て
く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
結
局
は
「
大
同
小
異
」
な
の
で
あ

る
。
前
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
劉
譜
」
に
も
黄
宗
羲
「
子
劉
子
行
状
」
に
も
、
劉

宗
周
の
陽
明
学
観
が
「
始
め
は
疑
い
、
中
頃
は
信
じ
、
最
終
的
に
は
余
す
と
こ

ろ
な
く
弁
難
を
加
え
た
」
と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
余

す
と
こ
ろ
な
く
」
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
る
（

）
。
史
孝
復
に
「
同
調
」

24

と
い
う
語
を
く
り
返
し
発
し
た
り
、「
大
同
小
異
」
と
述
べ
た
り
し
た
こ
と
に
は
、

否
定
的
な
物
言
い
を
使
う
な
ら
ば
劉
宗
周
に
お
け
る
思
想
的
逡
巡
、
中
立
的
な

言
い
方
を
用
い
る
な
ら
ば
王
陽
明
「
知
行
合
一
」
論
と
の
親
和
性
の
自
覚
が
伺

え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ど
う
い
う
言
い
方
を
用
い
る
に
せ
よ
、
「
い
わ
ゆ
る

意
と
は
知
の
こ
と
」
と
い
う
史
孝
復
の
言
葉
が
一
種
の
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
と
し

て
作
用
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
【
Ｂ
】
に
は
、
劉
宗
周
の
以
下
の
よ
う
な
発
言
も
見
え
て

い
た
。総

じ
て
言
え
ば
、
一
つ
の
「
心
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
「
存
し
て
主
た
る
」

と
い
う
点
か
ら
こ
れ
を
「
意
」
と
言
い
、
そ
の
「
存
し
て
主
た
る
」
も
の

の
「
精
明
」
で
あ
る
点
か
ら
こ
れ
を
「
知
」
と
い
い
、
そ
の
「
精
明
」
な

る
地
盤
に
は
「
善
」
は
あ
れ
ど
も
「
悪
」
は
無
く
、
「
至
善
」
に
帰
す
も
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の
で
あ
る
点
か
ら
こ
れ
を
「
物
」
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
見
極
め

て
こ
そ
、
心
学
の
一
源
た
る
絶
妙
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
總
之
、

一
心
耳
、
以
其
存
主
而
言
謂
之
意
、
以
其
存
主
之
精
明
而
言
謂
之
知
、
以
其
精
明

之
地
有
善
無
惡
歸
之
至
善
謂
之
物
。
識
得
此
、
方
見
心
學
一
原
之
妙
。
／
第
二
冊

三
八
〇
頁
）

こ
の
表
現
を
見
る
に
、
劉
宗
周
は
決
し
て
「
意
」
だ
け
を
重
ん
じ
た
わ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
を
「
心
」
「
知
」
「
物
」
と
相
即
的
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
そ
れ
は
、
「
致
知
」
を
重
ん
じ
「
知
先
行
後
」
を
主
張
す
る
史
孝
復
と
は

大
き
く
異
な
る
。
史
孝
復
は
、
恐
ら
く
こ
の
劉
宗
周
の
発
言
を
踏
ま
え
、【
Ｂ+

】

で
「
合
し
て
言
え
ば
、
『
意
』
は
『
心
の
意
』
で
あ
り
、
『
知
』
は
『
心
の
知
』

で
あ
り
、
『
物
』
は
『
心
の
物
』
で
あ
り
ま
し
て
、
二
つ
に
分
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
分
け
て
言
う
な
ら
ば
、
『
心
の
発
動
』
が
『
意
』
で
あ
り
、
『
心
の

精
明
』
が
『
知
』
で
あ
り
、
『
意
の
在
る
所
』
が
『
物
』
で
す
の
で
、
混
同
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
所
謂
『
理
一
分
殊
』
で
す
（
合
言
之
、
則
意
爲

心
之
意
、
知
爲
心
之
知
、
物
者
心
之
物
、
無
容
二
也
。
析
言
之
、
則
心
之
發
動
爲
意
、
心

之
精
明
爲
知
、
意
之
所
在
爲
物
、
無
容
混
也
。
是
所
謂
理
一
而
分
殊
也
。
／
第
三
冊
五
三

六
頁
）
」
と
述
べ
た
。
こ
の
史
孝
復
ら
し
い
分
析
的
見
地
に
対
し
、
劉
宗
周
は
、

承
り
ま
し
た
「
理
一
分
殊
」
の
説
は
も
と
よ
り
広
く
通
じ
る
議
論
で
す
。

「
合
し
て
言
え
ば
、
知
は
心
の
知
、
物
は
心
の
物
」
と
い
う
こ
と
も
、
あ

え
て
言
う
ま
で
も
無
い
こ
と
で
す
。
「
分
け
て
言
え
ば
、
心
の
発
動
を
意

と
い
い
、
心
の
精
明
を
知
と
い
い
、
意
の
所
在
を
物
と
い
う
」
と
い
う
こ

と
も
お
お
む
ね
そ
の
通
り
で
す
（
承
教
理
一
分
殊
之
説
、
自
是
通
論
。
合
言
之
、

意
爲
心
之
意
、
知
爲
心
之
知
、
物
爲
心
之
物
、
不
待
言
矣
。
析
言
之
、
心
之
發
動

爲
意
、
心
之
精
明
爲
知
、
意
之
所
在
爲
物
、
大
段
亦
是
。
／
第
三
冊
五
三
七
頁
）

と
ほ
ぼ
是
認
し
、
そ
こ
に
「
鄙
意
稍
加
婉
轉
」
と
い
う
文
言
を
言
い
足
し
た
上

で
、
自
己
の
議
論
を
展
開
し
て
い
た
。「
鄙
意
稍
加
婉
轉
」
は
、
直
訳
す
る
と
「
私

の
意
見
は
少
し
婉
曲
的
で
し
た
」
、
つ
ま
り
「
も
う
少
し
こ
み
入
っ
た
も
の
で
す
」

「
い
さ
さ
か
錯
綜
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
い
う
釈
明
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い

う
辺
り
に
も
、
私
は
劉
宗
周
の
逡
巡
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

３-

２
．
「
存
」
と
「
発
」

劉
宗
周
が
「
意
は
心
の
存
す
る
所
」
と
捉
え
、
そ
こ
に
自
己
の
思
想
の
中
核

を
据
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
前
節
で
引
用
し
た
「
も
し
も
『
発

す
る
所
』
に
あ
る
の
で
し
た
ら
、
矢
が
弓
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
ど
う
や
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
【
Ｂ+

】

の
発
言
の
前
に
、
「
僕
は
、
『
致
知
』
の
実
践
は
ひ
と
え
に
『
存
す
る
所
』
に
か

か
っ
て
お
り
、
『
発
す
る
所
』
に
は
な
い
と
考
え
ま
す
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ

た
と
い
う
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
議
論
の
焦
点
が

自
然
と
「
知
」
へ
と
移
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か

に
、
【
Ａ
】
で
劉
宗
周
が
納
得
し
て
い
た
よ
う
に
「
貴
君
が
『
知
』
と
見
な
し

て
い
る
も
の
は
『
意
の
な
か
の
知
』
に
他
な
ら
ず
、
僕
が
『
意
』
と
考
え
て
い

る
も
の
は
『
知
の
な
か
の
意
』
」
な
の
だ
か
ら
、
劉
宗
周
か
ら
す
れ
ば
、
特
に

議
論
が
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う

は
言
っ
て
も
、
こ
こ
ま
で
「
知
」
が
議
論
の
焦
点
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
史

孝
復
が
論
争
相
手
だ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

【
Ｂ+

】
か
ら
伺
え
る
史
孝
復
の
学
説
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
心
は

虚
霊
の
官
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
『
発
す
る
所
』
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
『
意
』

と
な
り
ま
す
が
、
『
発
す
る
所
』
の
ほ
か
に
『
存
す
る
所
』
は
無
い
わ
け
で
す
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か
ら
、
『
存
す
る
所
』
も
や
は
り
こ
の
『
虚
霊
』
で
す
（
以
言
乎
所
發
則
爲
意
、
所

發
外
別
無
所
存
、
所
存
則
仍
此
虚
靈
也
）
」
。「
こ
れ
は
、
明
鏡
と
同
じ
こ
と
で
し
て
、

対
象
物
の
美
醜
の
ま
ま
に
そ
の
映
像
が
現
出
す
る
の
が
、
鏡
の
『
発
す
る
所
』

で
す
が
、
現
出
す
る
映
像
の
ほ
か
に
『
存
す
る
所
』
た
る
映
像
は
無
い
の
で
す

か
ら
、
『
存
す
る
所
』
は
虚
明
な
る
本
体
で
す
（
如
明
鏡
然
、
對
妍
媸
而
影
現
焉
、

鏡
之
所
發
也
。
而
影
之
外
別
無
所
存
之
影
、
所
存
則
虚
明
之
體
也
。
／
第
三
冊
五
三
六

頁
）
」
。
史
孝
復
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
来
た
っ
た
後
で
、
注
（

）
で
引
い
た
「
必

15

ず
そ
の
存
す
る
所
を
求
め
、
意
で
そ
れ
を
充
当
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
心
も

ま
た
塞
が
っ
て
し
ま
っ
て
霊
妙
さ
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
い
う
批
判
を
劉

宗
周
に
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
批
判
に
対
し
、
劉
宗
周
は
【
Ｃ
】
、
即
ち
兄
の
孝
咸
宛
の
書
簡
に
お
い

て
反
論
を
試
み
た
。

古
人
の
学
問
は
、
ひ
と
え
に
「
靜
／
存
」
に
向
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、「
発

す
る
所
」
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
無
け
れ
ば
、「
ま
さ
に
発
せ
ん
と
す
る
所
」

で
行
わ
れ
る
こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い
ま
す
に
、
「
発
し
た
所
」

で
行
う
こ
と
は
、
事
後
策
（
後
の
祭
り
）
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
「
ま
さ
に

発
せ
ん
と
す
る
所
」
で
、
ど
の
よ
う
に
功
夫
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。
ふ
ら

ふ
ら
落
ち
着
か
な
い
も
の
に
あ
た
ふ
た
と
応
対
す
る
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
も
し
「
発
す
る
所
を
慎
む
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
そ

れ
は
「
存
す
る
所
」
の
功
夫
な
の
で
す
（
古
人
學
問
全
副
向
靜
存
處
用
、
更

無
一
點
在
所
發
處
用
、
并
無
一
點
在
將
發
處
用
。
蓋
用
在
將
發
處
、
便
落
後
著
也
。

且
將
發
又
如
何
用
功
。
則
必
爲
將
爲
迎
爲
憧
憧
而
後
可
耳
。
若
云
愼
於
所
發
、
依

舊
是
存
處
工
夫
。
／
第
三
冊
三
七
八
～
九
頁
）

「
意
は
心
の
存
す
る
所
」
と
い
う
劉
宗
周
思
想
の
要
諦
が
批
判
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
「
存
處
工
夫
」
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
箇
所
で
は
あ
る
が
、
正
面

か
ら
批
判
に
応
え
た
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
「
意
」
が
「
心
の
存
す
る
所
」

と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
路
が
説
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
意
訳
的
に
「
ふ
ら
ふ
ら
落
ち
着
か
な
い
も
の

に
あ
た
ふ
た
と
応
対
す
る
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」
と
訳
し
た
傍
線
箇
所

に
見
え
る
「
憧
憧
」
と
い
う
語
は
、
【
Ｂ+

】
に
収
め
ら
れ
て
い
る
史
孝
復
の
所

論
の
な
か
に
も
、
次
の
よ
う
な
形
で
見
え
て
い
た
。

「
独
」
と
い
う
も
の
は
、
「
良
知
が
独
知
す
る
所
」
に
つ
い
て
言
う
も
の
で

し
て
、
そ
れ
と
は
別
に
「
二
つ
な
が
ら
に
し
て
一
つ
の

機

」
で
あ
る
「
好

し
く
み

悪
」
を
も
ち
だ
し
て
、「
意
」
を
そ
れ
に
充
当
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

善
意
が
あ
っ
て
「
知
」
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
悪
意
が
あ
っ
て
「
知
」
る
こ

と
も
あ
り
、
「
無
善
無
悪
」
で
あ
っ
て
「
知
」
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。

「
二
三
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
千
変
万
化
し
、
複
雑
に
交
錯
す
る
も
の
で

す
が
、
良
知
は
キ
ラ
リ
と
「
独
」
り
照
し
出
す
の
で
あ
り
、
も
と
よ
り
「
二

つ
の
知
」
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
「
昼
夜
の
道
を
通

じ
て
知
る
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
も
そ
も
「
昼
夜
」
の
間
に
、
わ
が
面
前

で
競
り
合
っ
て
い
る
も
の
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
が
、
「
知
」
は
最
初
か
ら
も

と
の
ま
ま
で
す
。
こ
れ
が
良
知
の
「
至
妙
に
し
て
至
妙
」
た
る
所
以
で
し

て
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
「
意
」
と
同
年
に
し
て
語
る
べ
き
も
の
で
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
（
獨
也
者
、
以
良
知
所
獨
知
而
言
、
恐
不
容
別
以
好
惡
兩
在
而

一
機
、
而
以
意
當
之
也
。
有
善
意
而
知
之
、
有
惡
意
而
知
之
、
無
善
無
惡
而
亦
知
之
、

寧
僅
二
三
。
即
千
變
萬
化
、
交
錯
紛
紜
、
而
良
知
炯
然
獨
照
、
初
無
兩
知
、
故
曰
、

通
乎
晝
夜
之
道
而
知
。
夫
晝
夜
之
間
、
其
搆
鬥
乎
吾
前
者
、
寧
可
數
計
哉
。
而
知
故

自
如
。
此
良
知
所
以
爲
至
妙
至
妙
、
而
萬
萬
非
憧
憧
擾
擾
之
意
所
可
同
年
而
語
者
也
。
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／
第
三
冊
五
三
七
頁
）

こ
れ
は
、
史
孝
復
が
、
【
Ｂ
】
に
お
け
る
劉
宗
周
の
「
做
好
惡
兩
在
而
一
機
、
所

以
謂
之
獨
。
如
曰
有
善
有
惡
、
則
二
三
甚
矣
。
獨
即
意
也
」
と
い
う
主
張
（
後

述
）
を
全
面
的
に
否
定
し
た
箇
所
で
あ
り
、
「
良
知
」
こ
そ
が
依
拠
す
べ
き
指
針

で
あ
る
と
主
張
す
る
史
孝
復
の
立
場
が
よ
く
分
か
る
発
言
で
あ
る
。
直
前
で
引

用
し
た
【
Ｃ
】
で
劉
宗
周
は
、
「
意
」
を
「
憧
憧
擾
擾
」
と
形
容
し
た
史
孝
復
の

物
言
い
を
引
き
受
け
つ
つ
も
、
さ
ら
に
議
論
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、「
発
す
る
所
」

批
判
の
ほ
う
に
そ
れ
を
用
い
た
、
と
解
釈
で
き
よ
う
。
だ
が
、
そ
の
ひ
っ
く
り

返
し
方
は
い
さ
さ
か
及
び
腰
に
も
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
憧
憧
擾
擾
之
意
」
と

言
い
切
っ
た
史
孝
復
と
比
べ
、
劉
宗
周
は
、
「
知
」
字
そ
の
も
の
を
「
憧
憧
」
と

否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
「
い
わ
ゆ
る
意
と
は
知
の
こ
と
」
と
い
う

論
定
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。

本
節
の
主
題
で
あ
る
「
存
／
発
」
に
話
を
戻
す
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
劉
宗
周

は
、
両
者
の
違
い
に
は
拘
泥
し
な
い
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
前
節
で
、
【
Ｂ
】
に

お
け
る
「
存
發
只
是
一
機
」
と
い
う
劉
宗
周
の
発
言
を
紹
介
し
た
。
こ
の
発
言

の
後
、
【
Ｂ
】
で
は
、
話
題
が
、
王
陽
明
の
四
句
教
、
特
に
「
善
有
り
惡
有
る
は

意
の
動
」
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
劉
宗
周
は
こ
の
表
現
を
「
善
を
好
み
悪
を
悪

む
は
意
の
動
」
と
い
う
形
に
言
い
換
え
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
陽
明
学
説
を

批
判
す
る
。

も
し
「
善
／
悪
」
を
「
意
」
に
属
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
「
好
む

／
悪
む
」
の
は
誰
な
の
で
し
ょ
う
？

も
し
「
心
が
動
い
て
そ
れ
を
好
む

／
悪
む
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
無
善
無
悪
」
の
趣
旨
と
矛
盾
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
文
に
拠
る
な
ら
ば
、
確
か
に
「
好
む
／
悪

む
」
の
は
「
意
」
な
の
で
す
か
ら
、
「
意
」
は
「
存
す
る
と
こ
ろ
」
で
説

か
れ
、
も
っ
ぱ
ら
「
発
す
る
と
こ
ろ
」
で
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
は
、
明
ら
か
で
す
。
「
好
む
／
悪
む
」
と
い
う
場
合
、
「
好
む
」
の
は

必
ず
「
善
」
に
対
し
て
、
「
悪
む
」
の
は
必
ず
「
悪
」
に
対
し
て
で
す
か

ら
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
心
」
の
あ
り
方
が
「
善
有
り
て
悪
無
し
」
で
あ
る

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
好
む
」
と
「
悪
む
」
は
二
つ
の
も
の
で

あ
り
な
が
ら
、
一
つ
の

機

な
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
「
独
」
と
い
う
の

し
く
み

で
す
。
も
し
「
善
有
り
悪
有
り
」
と
い
う
の
な
ら
ば
、
実
に
バ
ラ
バ
ラ
（
「
二

三
」
）
で
す
。「
独
」
は
「
意
」
に
他
な
り
ま
せ
ん
。「
独
」
の
こ
と
を
「
意
」

と
い
う
の
だ
と
分
か
れ
ば
、
「
意
」
が
「
存
す
る
と
こ
ろ
」
で
説
か
れ
、

も
っ
ぱ
ら
「
発
す
る
と
こ
ろ
」
で
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
は
、

明
ら
か
で
す
（
如
以
善
惡
屬
意
、
則
好
之
惡
之
者
誰
乎
。
如
云
心
去
好
之
心
去

惡
之
、
則
又
與
無
善
無
惡
之
旨
相
戻
。
今
據
本
文
、
果
好
惡
是
意
、
則
意
以
所
存

言
、
而
不
專
以
所
發
言
、
明
矣
。
好
惡
云
者
、
好
必
於
善
、
惡
必
於
惡
、
正
言
此

心
之
體
有
善
而
無
惡
也
。
做
好
惡
兩
在
而
一
機
、
所
以
謂
之
獨
。
如
曰
有
善
有
惡
、

則
二
三
甚
矣
。
獨
即
意
也
、
知
獨
之
謂
意
、
則
意
以
所
存
言
、
而
不
專
以
所
發
言
、

明
矣
。
／
第
三
冊
三
七
九
～
八
〇
頁
）

訳
文
と
原
文
に
波
線
を
付
し
た
箇
所
は
、
「
史
隱
君
文
學
兄
弟
傳
」
と
四
庫
全

書
版
【
Ｂ
】
で
は
「
意
以
所
發
言
、
而
不
專
屬
所
存
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
存
」

と
「
發
」
が
入
れ
替
わ
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
（

）
。
つ
ま
り
、「
『
意
』
は
『
発

25

す
る
所
』
で
説
か
れ
、
も
っ
ぱ
ら
『
存
す
る
所
』
で
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
存
發
は
只
だ
是
れ
一
機
」
と
い
う
の
が
こ
の
書
簡

の
主
旨
で
あ
る
し
、
こ
の
後
に
波
線
部
分
と
同
一
の
「
意
以
所
存
言
、
而
不
專

以
所
發
言
」（
直
線
部
分
）
と
い
う
表
現
が
見
え
て
い
る
の
で
、
同
じ
言
い
方
を

二
度
く
り
返
し
た
と
考
え
る
よ
り
は
、「
史
隱
君
文
學
兄
弟
傳
」
・
四
庫
版
【
Ｂ
】
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の
よ
う
に
、
あ
え
て
反
対
の
言
い
方
を
並
べ
る
こ
と
で
「
一
機
」
と
い
う
点
を

強
調
し
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
う
が
劉
宗
周
ら

し
い
と
言
え
る
。

な
ぜ
「
そ
の
ほ
う
が
劉
宗
周
ら
し
い
と
言
え
る
」
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
発
言
が
参
考
に
な
る
。
【
Ｂ+

】
の
末
尾
に
、
「
私
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、

要
す
る
に
、
『
存
／
発
』
の
二
文
字
で
争
う
こ
と
で
は
な
く
、
『
善
有
り
悪
有
る

は
意
の
動
』
が
『
大
学
』
の
本
旨
で
は
な
く
、『
善
を
好
み
悪
を
悪
む
は
意
の
動
』

と
理
解
し
た
方
が
的
を
射
て
い
る
、
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
（
弟
所
吃
緊
者
、
總

之
不
争
存
發
二
字
、
而
争
有
善
有
惡
意
之
動
非
大
学
本
旨
、
終
不
若
認
定
好
善
惡
惡
爲
意

之
動
爲
親
切
也
。
／
第
三
冊
五
三
八
頁
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
近
似
の
議
論
が

【
Ｂ
】
に
見
え
て
い
た
こ
と
は
す
ぐ
前
で
述
べ
た
が
、
こ
の
言
葉
を
素
直
に
受

け
取
る
な
ら
ば
、「
意
は
心
の
存
す
る
所
」
と
い
う
点
に
劉
宗
周
思
想
の
主
眼
は

置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
言
葉
の
直
後

に
「
こ
れ
以
外
は
、
細
々
と
申
し
述
べ
る
に
及
ば
ず
、
大
意
が
こ
の
よ
う
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
り
、
裁
正
た
ま
わ
れ
ば
幸
甚
で
す
。
令
兄
に

も
転
送
し
て
い
た
だ
き
、
批
正
を
請
う
と
い
う
の
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
（
此

外
亦
不
及
細
申
、
聊
質
以
大
意
如
此
、
惟
裁
正
幸
甚
。
轉
呈
令
兄
待
正
、
何
如
。
／
同
前
）
」

と
い
う
よ
う
に
（
既
述
）
、
兄
の
史
孝
咸
を
議
論
に
巻
き
込
も
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
正
直
、
史
孝
復
の
鋭
い
論
鋒
に
た
じ
た
じ
と
な
っ
て
、
あ
の

よ
う
に
述
べ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
発
言
は
、

本
節
前
半
で
検
討
し
た
史
孝
復
に
よ
る
劉
宗
周
批
判
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、

史
孝
復
に
よ
る
批
判
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
厳
し
い
物
言
い
も
含
ま
れ
て
い
た
。

私
が
思
い
ま
す
に
、
心
の
あ
り
方
が
も
と
も
と
虚
で
あ
る
こ
と
が
分
か
れ

ば
、
「
発
す
る
所
」
の
外
に
、
「
存
す
る
所
」
の
も
の
を
別
に
探
し
出
し
て

．
．
．
．
．
．
．

き
て
そ
れ
で
充
当
す
る
必
要
な
ど
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
独
」

．
．

が
「
知
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、「
二
つ
で
あ
り
な
が
ら
一
つ
の
機
」

で
あ
る
「
意
」
を
無
理
に
借
り
て
き
て
そ
れ
で
充
当
す
べ
き
で
は
な
い
で

．
．
．
．
．
．
．
．

し
ょ
う
。
「
心
」
「
意
」
が
明
晰
に
分
か
っ
た
な
ら
ば
、
異
様
な
解
釈
を
な

．
．
．
．
．

さ
ず
と
も
、
聖
経
の
條
目
は
前
後
の
一
つ
一
つ
が
自
然
で
す
。
「
誠
」
と

「
正
」
の
関
所
に
は
、
未
解
決
の
問
題
な
ど
初
め
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

．
．
．
．
．
．
．
．

し
、
前
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
意
は
心
の
主
宰
、
意
を
体
と
な
し
心
を

用
と
な
す
」
と
い
っ
た
各
種
の
独
創
的
見
解
も
、
自
ず
と
冰
釋
す
る
は
ず

．
．
．
．
．

で
す
（
竊
謂
知
心
體
之
本
虚
、
則
不
必
于
所
發
外
別
尋
一
所
存
者
以
實
之
。
知
獨

之
爲
知
、
則
不
須
曲
倩
好
惡
兩
在
而
一
機
者
以
當
之
。
心
意
既
認
得
清
楚
、
不
作

異
解
、
則
聖
經
條
目
先
後
一
一
自
然
。
誠
正
一
關
初
無
不
了
之
案
、
而
前
所
云
意

爲
心
之
主
宰
、
意
爲
體
、
心
爲
用
、
種
種
創
論
、
自
可
冰
釋
矣
。
／
第
三
冊
五
三

七
頁
）

「
不
必
于
所
發
外
別
尋
一
所
存
者
以
實
之
」
「
不
須
曲
倩
好
惡
兩
在
而
一
機
者
以

．
．

．
．

當
之
」
「
異
解
」
「
誠
正
一
關
初
無
不
了
之
案
」
「
種
種
創
論
」
と
い
っ
た
辺
り

．
．

．
．

．
．

の
表
現
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
挑
発
的
な
響
き
、
劉
宗
周
思
想
を
揶
揄
す
る
気
味
を

帯
び
て
い
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
劉
宗
周
は
「
弟
所
吃
緊
者
、
總
之
不
争
存
發

．
．
．
．

二
字
」
と
述
べ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
「
史
孝
復
の
鋭
い
論
鋒
に
た
じ
た
じ
と
な

．
．

っ
て
」
ど
こ
ろ
か
、
白
旗
を
揚
げ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
も
あ
っ
て
だ
ろ
う
か
、
史
孝
咸
を
も
巻
き
込
ん
だ
史
孝
復
と
の
論
争
は
、

王
陽
明
学
説
の
検
討
へ
と
そ
の
力
点
を
移
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

３-
３
．
陽
明
学
の
何
を
批
判
し
た
の
か
？

直
前
に
「
令
兄
に
も
転
送
し
て
い
た
だ
き
、
批
正
を
請
う
と
い
う
の
は
、
い

東洋古典學研究 第 46集 2018
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か
が
で
し
ょ
う
」
と
い
う
【
Ｂ+

】
の
発
言
を
引
用
し
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ

を
受
け
て
、
兄
の
史
孝
咸
と
の
あ
い
だ
で
書
簡
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
の
が

【
Ｃ
】
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
簡
で
印
象
深
い
の
は
、
自
己
の
心
情
を
正
直
に
吐

露
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
劉
宗
周
の
姿
勢
で
あ
る
。
や
は
り
年
齢
が
近
い
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
前
述
の
如
く
、
舌
鋒
鋭
い
史
孝
復
と
の
や
り
取
り
に
疲

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

た
ま
た
ま
問
答
が
あ
っ
た
際
、
令
弟
に
問
題
点
を
取
り
除
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
話
が
長
く
な
る
こ
と
を
免
れ
ず
、
同
一
見
解
に
至
る
こ
と
が

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
伏
し
て
尊
教
を
承
り
、
再
び
こ
こ
ま
で
〔
問
題

点
を
〕
切
り
開
い
て
摘
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

貴
兄
が
良
知
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
読
み
ま
す
と
、
大
い
に
透
徹
し

て
い
ま
す
。
最
近
の
、
見
識
の
格
別
さ
や
涵
養
の
深
さ
が
分
か
り
ま
す
（
偶

有
問
答
、
爲
令
弟
發
覆
、
不
免
話
長
、
未
能
歸
一
。
伏
承
尊
教
、
復
披
摘
至
此
、

殊
切
感
佩
。
讀
兄
所
言
良
知
處
、
大
是
通
透
了
徹
。
知
近
日
所
見
之
別
、
所
養
之

深
、
則
同
異
之
見
。
／
第
三
冊
三
七
八
頁
）

こ
の
よ
う
に
前
置
き
し
た
う
え
で
、
劉
宗
周
は
、
自
分
が
「
誠
意
」
説
を
唱
道

す
る
理
由
を
切
切
と
訴
え
か
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
自
分
の
「
誠
意
」
説
は
、

「
聖
経
」
か
ら
読
み
取
っ
た
も
の
を
提
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
王
陽
明
の

「
大
学
の
道
は
誠
意
の
み
」
と
い
う
言
葉
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分

勝
手
に
唱
え
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
誠
意
」
説
を
唱
道
す
る
理
由
と
し
て
、

一
則
不
欲
説
壞
意
字

(a)
一
則
不
欲
説
粗
意
字

(b)

と
い
う
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

に
関
し
て
は
、
「
『
心
』
『
意
』
『
知
』
『
物
』

(a)

は
一
連
な
り
の
も
の
だ
か
ら
、
『
意
』
だ
け
を
膜
外
（
肉
体
の
外
）
に
置
く
べ
き

で
は
な
い
（
心
意
知
物
只
一
串
事
、
不
應
心
與
知
合
作
一
事
、
而
獨
置
於
膜
外
）
」
の
だ

が
、
四
句
教
は
「
意
は
有
善
有
悪
の
意
」
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
う
な
ら
ば
「
心
」

も
「
知
」
も
「
物
」
も
「
有
善
有
悪
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
説
明
（
批
判
）

が
附
さ
れ
て
い
る
。
「
意
」
だ
け
を
悪
者
扱
い
す
る
こ
と
が
「
説
壞
意
字
」
で
あ

り
、
こ
れ
は
「
意
」
の
本
領
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
説
き
方
と
い
っ
た
意
味
合

い
で
あ
ろ
う
か
（

）
。
前
節
で
引
い
た
資
料
を
再
度
参
照
す
る
な
ら
ば
、
劉
宗

26

周
は
「
「
善
有
り
悪
有
る
は
意
の
動
」
が
『
大
学
』
の
本
旨
で
は
な
く
、
「
善
を

好
み
悪
を
悪
む
は
意
の
動
」
と
理
解
し
た
方
が
的
を
射
て
い
る
」
と
考
え
て
い

た
。
劉
宗
周
は
、
「
有
り
」
と
い
う
事
態
・
結
果
で
は
な
く
「
好
み
／
悪
む
」
と

い
う
根
源
的
情
動
と
い
う
と
こ
ろ
に
、「
意
」
の
意
た
る
本
領
を
見
出
し
て
い
た
。

四
句
教
の
表
現
で
は
、
そ
う
い
っ
た
「
意
」
の
本
領
が
「
壊
」
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
主
旨
で
あ
ろ
う
。

に
お
い
て
も
、
「
心
」
「
意
」
「
知
」
の
関
係
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

(b)
『
大
学
』
の
教
え
は
「
本
を
知
る
」
こ
と
に
尽
き
る
が
、
そ
れ
は
、
本
た
る
霊

妙
な
光
＝
「
知
」
に
よ
っ
て
末
た
る
「
意
」
を
あ
ら
か
じ
め
照
ら
す
だ
と
か
、

末
た
る
「
意
」
を
誠
に
し
て
本
た
る
「
心
」
を
正
す
だ
と
か
い
っ
た
主
張
な
の

で
は
な
い
。
逆
に
、
こ
う
い
っ
た
主
張
こ
そ
が
「
説
粗
意
字
」（
「
意
」
に
対
す
る

粗
雑
な
説
き
方
）
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

か
ら
は
、
「
意
」
だ

(a)

け
を
悪
者
扱
い
す
る
王
陽
明
の
四
句
教
が
批
判
の
射
程
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
し
、

か
ら
は
『
大
学
』
の
「
知
」
を
「
本
を
知
る
」
の
「
知
」

(b)

と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、

と
も
に
、「
良
知
説
（
崇

(a)
(b)

禎
癸
未
十
一
月
）
」（
第
二
冊
三
一
七
～
八
頁
）
と
関
連
性
が
強
い
こ
と
は
指
摘
し

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
章
は
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、【
Ｂ
】
と
【
Ｃ
】

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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の
間
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
半
で
、
劉
宗
周
は
、
王
陽
明
の
「
良

知
」
説
を
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

（
１
）
孟
子
の
思
想
と
は
合
致
す
る
も
の
の
、
『
大
学
』
と
齟
齬
を
来
す
部

分
が
多
い
。

（
２
）
「
良
知
」
が
「
善
を
知
り
悪
を
知
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
孟

子
の
よ
う
に
「
愛
を
知
り
敬
を
知
る
」
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）「
善
有
り
悪
有
り
」（
＝
「
意
」
）
の
後
に
、「
善
を
知
り
悪
を
知
る
」

（
＝
「
知
」
）
の
で
あ
れ
ば
、
「
知
は
意
の

奴

と
為
」
っ
て
い
る
と
言
わ

や
っ
こ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
ど
う
し
て
「
良
」
と
名
乗
れ
よ
う
？

（
４
）「
心
」
は
も
と
も
と
「
善
無
く
悪
無
し
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、

そ
の
上
さ
ら
に
「
善
を
知
り
悪
を
知
る
」
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
知
は
心

の
祟
り
と
為
」
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
ど
う
し
て

た
た

「
良
」
と
名
乗
れ
よ
う
？

（
５
）
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
ひ
と
え
に
王
陽
明
が
「
意
」
を
誤
解
し
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。

（
６
）
そ
も
そ
も
『
大
学
』
の
「
知
」
は
「
本
を
知
る
」
「
止
ま
る
を
知

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
し
か
も
『
大
学
』
に
は
「
明
徳
」
と
い
う
概

念
も
あ
る
以
上
、
わ
ざ
わ
ざ
「
良
知
」
な
ど
と
い
う
概
念
を
『
孟
子
』
か

ら
持
ち
出
し
て
く
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
だ
。

要
す
る
に
、
『
大
学
』
の
「
知
」
に
対
し
、
『
孟
子
』
を
典
拠
に
「
良
」
字
を
付

加
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
点
が
主
眼
で
あ
る
。
３-

１
．
に
類
似
の
発
言
を

【
Ｅ
】
か
ら
引
用
し
て
お
い
た
が
、
そ
こ
で
は
さ
ら
に
、

一
つ
の
章
の
な
か
で
、「
格
物
」
の
「
物
」
は
「
物
に
本
末
有
り
」
の
「
物
」

と
は
違
う
と
し
て
必
ず
区
別
を
し
、「
致
知
」
の
「
知
」
は
「
本
を
知
る
」

「
止
ま
る
を
知
る
」
の
「
知
」
で
は
な
い
と
し
て
必
ず
区
別
を
し
、
そ
れ

で
も
ま
だ
不
十
分
だ
と
考
え
て
、
「
良
」
の
一
字
を
必
ず
選
ん
で
そ
こ
に

附
益
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、
「
蛇
足
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
も
し
「
良
知
の
知
で
止
ま
る
を
知
る
」
「
良
知
の
知
で
本
を
知

る
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
「
屋
上
に
屋
を
架
す
」
こ
と
甚
だ
し

い
で
し
ょ
う
（
今
於
一
章
之
中
、
必
分
格
物
之
物
非
物
有
本
末
之
物
、
必
分
致
知

之
知
非
知
本
知
止
之
知
、
且
以
爲
猶
有
所
不
足
也
、
必
撰
一
良
字
以
附
益
之
、
豈

不
畫
蛇
而
添
足
乎
。
若
曰
、
以
良
知
之
知
知
止
、
以
良
知
之
知
知
本
、
則
又
架
屋

疊
床
之
甚
矣
。
／
第
三
冊
三
八
七
頁
）

と
い
う
、
「
良
知
説
」
と
共
通
す
る
言
い
方
も
な
さ
れ
て
い
る
。
劉
宗
周
の
最
晩

年
に
お
け
る
陽
明
学
観
の
基
調
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
陽
明
学
批
判
を
「
余
す
と
こ
ろ
な
く
弁
難
を
加
え
た
」

と
評
し
得
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
疑
問
で
あ
る
（

）
。
四
句

27

教
や
「
良
」
知
説
を
批
判
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
う
い
っ
た
批
判
と
そ
の
他

の
部
分
に
お
け
る
王
陽
明
支
持
と
は
、
劉
宗
周
の
な
か
で
矛
盾
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
意
」
の
尊
厳
・
優
位
性
を
擁
護
す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
王
陽
明
に
接
近
す

る
こ
と
も
厭
わ
な
い
、
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
期
の
劉
宗
周
の
基
本
姿
勢
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
（

）
。

28

【
Ｅ
】
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
も
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
王
陽
明
が
「
『
大

学
』
の
道
は
誠
意
の
み
」
と
言
い
な
が
ら
、
「
致
良
知
」
に
自
己
の
思
想
を
収

斂
さ
せ
て
い
く
態
度
、
そ
し
て
「
是
を
知
り
非
を
知
る
」
能
力
に
良
知
の
真
髄

を
見
出
す
理
解
に
疑
問
を
呈
し
、

学
問
の
宗
旨
に
お
い
て
、
一
つ
の
こ
と
で
全
て
が
解
決
で
き
る
の
に
、
黍
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に
も
稗
に
も
な
る
種
子
を
わ
ざ
わ
ざ
取
っ
て
お
い
て
、
懸
命
に
そ
れ
を
撓

め
て
「
誠
」
に
し
よ
う
な
ど
と
す
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
「
善
有
り
」
を

誠
に
す
る
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
断
然
と
君
子
と
な
れ
ま
す
が
、
そ
の
「
惡

有
り
」
を
誠
に
す
る
な
ら
ば
、
断
然
と
小
人
と
な
る
は
ず
で
す
。
最
後
に

は
、
「
善
を
知
り
悪
を
知
る
」
機
能
を
そ
こ
に
授
け
、
そ
の
上
で
「
善
を

為
し
惡
を
去
る
」
わ
け
で
す
か
ら
、
「
大
學
の
道
は
誠
意
の
み
」
の
一
語

は
一
体
ど
こ
に
置
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
（
於
學
問
宗
旨
已
是
一
了
百
當
、

又
何
取
此
黍
稗
雙
行
之
種
子
而
姑
存
之
、
而
且
力
矯
而
誠
之
。
誠
其
有
善
、
固
可

斷
然
爲
君
子
、
誠
其
有
惡
、
豈
不
斷
然
爲
小
人
。
卒
乃
授
之
知
善
知
惡
、
而
又
爲

善
而
去
惡
、
將
置
大
學
之
道
誠
意
而
已
矣
一
語
於
何
地
乎
。
／
第
三
冊
三
八
七
～

八
頁
）

と
批
判
す
る
。
王
陽
明
が
一
方
で
「
致
知
焉
盡
之
矣
（
知
を
致
せ
ば
、
焉
に
之
を

こ
こ

盡
せ
り
／
「
大
学
古
本
序
」
の
語
に
基
づ
く
）
」
と
言
い
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
ず

い
ぶ
ん
回
り
く
ど
い
思
想
の
構
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
皮
肉
で

あ
ろ
う
か
。
「
意
に
善
有
り
悪
有
り
」
と
し
、
そ
れ
を
誠
に
す
る
と
い
う
話
に

な
る
と
、
君
子
に
も
小
人
に
も
な
り
得
て
し
ま
う
、
と
い
う
批
判
に
は
鋭
い
も

の
が
あ
る
も
の
の
、
「
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
。
だ
か
ら
こ
そ
、
致
知
が
重
要
な

の
だ
」
と
い
う
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
を
食
ら
い
か
ね
な
い
論
理
で
は
あ
る
（

）
。

29

そ
も
そ
も
こ
こ
で
の
発
言
は
、
前
節
で
【
Ｂ+

】
か
ら
引
用
し
た
史
孝
復
の

「
善
意
が
あ
っ
て
『
知
』
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
悪
意
が
あ
っ
て
『
知
』
る
こ
と

も
あ
り
、『
無
善
無
悪
』
で
あ
っ
て
『
知
』
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。『
二
三
』

ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
千
変
万
化
し
、
複
雑
に
交
錯
す
る
も
の
で
す
が
、
良
知
は

キ
ラ
リ
と
『
独
』
り
照
し
出
す
」
と
い
う
物
言
い
に
便
乗
し
た
切
り
返
し
な

の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
種
の
水
掛
け
論
（
あ
る
い
は
劉
宗
周
の
い
う
「
大
同
小
異
」
）

に
陥
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
史
孝
復
と
の
論
争
が
大
団
円
を
見
な
か
っ
た

一
つ
の
理
由
は
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
見
い
だ
せ
よ
う
。

な
お
、
四
庫
全
書
版
の
【
Ｅ
】
に
は
、
こ
の
後
に
比
較
的
長
い
文
章
が
続
い

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

さ
ら
に
あ
る
日
、
陽
明
先
生
の
言
葉
を
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
「
人
は
、

日
常
の
好
悪
に
お
い
て
や
は
り
真
切
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
悪

臭
を
悪
み
好
色
を
好
め
ば
、
み
な
真
心
か
ら
発
す
る
。
『
大
学
』
は
、
わ

か
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
人
に
指
示
し
て
い
る
の
だ
」
と
あ
り
ま
し
た
。『
大

学
』
が
「
誠
意
」
に
尽
き
て
い
る
以
上
、
格
・
致
す
る
と
こ
ろ
も
自
ず
と

分
か
る
も
の
で
す
。
僕
は
、
自
ら
の
説
が
先
人
と
違
う
こ
と
が
な
い
こ
と

を
竊
か
に
喜
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
論
著
は
本
当
に
火
に
く
べ
て
も
よ

い
の
で
す
。
誠
意
の
説
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
類
推

で
き
ま
す
（
又
一
日
、
讀
陽
明
子
之
言
曰
、
人
于
尋
常
好
惡
亦
有
不
眞
切
處
、
惟

于
惡
惡
臭
好
好
色
、
則
皆
發
于
眞
心
。
大
學
就
易
見
處
指
示
人
。
大
學
盡
于
誠
意
、

而
意
之
所
以
誠
、
見
在
如
此
而
已
。
夫
以
如
惡
如
好
爲
僅
是
指
點
語
、
則
指
點
著

落
處
果
安
在
。
大
學
既
盡
于
誠
意
、
則
所
爲
格
致
處
尤
自
可
思
。
僕
乃
竊
自
幸
其

説
之
不
謬
于
前
人
、
而
從
前
著
論
眞
可
付
之
一
炬
矣
。
誠
意
之
説
明
、
而
其
他
可

以
類
推
。
／
「
校
勘
記
」
〔
四
十
八
〕
、
第
三
冊
三
九
三
頁
）

自
己
の
学
説
は
王
陽
明
の
主
張
に
違
う
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
姿
勢
は
う
わ

べ
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
史
孝
復
と
の
議
論
を
経

る
う
ち
に
、
劉
宗
周
は
、
自
己
の
学
説
と
王
陽
明
の
思
想
（
「
真
誠
惻
怛
」
「
知
行

合
一
」
の
主
張
）
が
一
致
す
る
と
本
気
で
信
じ
始
め
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
論
争
に
お
い
て
、
四
句
教
や
良
知
説
は
批
判
し
な
が
ら
、
王
陽
明
の

言
葉
を
引
用
し
続
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（

）
。

30
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４
．
お
わ
り
に

本
稿
は
、
劉
宗
周
が
最
晩
年
に
史
孝
復
と
交
わ
し
た
論
戦
を
分
析
し
た
も
の

で
あ
る
。
劉
宗
周
に
関
し
て
は
、
そ
の
思
想
構
造
に
関
す
る
研
究
や
思
想
史
上

の
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
は
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
脈
絡
に
即

し
た
思
想
分
析
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
あ
え
て
史
孝
復
と

の
や
り
取
り
に
視
線
を
限
定
し
て
、
両
者
の
論
争
の
脈
絡
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
従
来
の
研
究
で
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
か
っ
た
劉
宗
周
思
想
の

来
源
（
劉
宗
周
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
）
や
彼
に
於
け
る
思
想
的
逡
巡
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
手
法
に
は
限
界
が
あ
り
、

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
た
言
説
の
一
つ
一
つ
を
、
「
学
言
」
等
の
思
想
資
料

や
他
の
書
簡
と
つ
き
あ
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
す
べ
て
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
、
今
一
度
、
両
者
の
論
争
の
意
義
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

両
者
の
論
争
は
双
方
の
死
去
に
よ
っ
て
終
結
し
た
が
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
継

続
さ
れ
た
と
し
て
も
、
大
団
円
を
迎
え
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、

こ
こ
ま
で
何
度
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
劉
宗
周
は
自
己
の
主
張
が
史
孝
復
の
意

見
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
、
彼
か
ら
の
指
摘
に
し
ば
し
ば
謝

意
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
引
用
し
て
こ
な
か
っ
た
発
言
で
あ
る
が
、
既
に

【
Ａ
】
に
お
い
て
史
孝
復
は
、
劉
宗
周
の
思
想
を
総
括
し
て
、

前
後
の
趣
旨
を
伺
い
ま
す
に
、
要
す
る
に
「
意
は
心
の
主
宰
」
と
い
う
点

に
尽
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、〔
貴
君
が
〕
良
知
を
捨
て
て
言
及
せ
ず
「
意
」

を
説
か
れ
ま
す
の
は
、
お
そ
ら
く
、
深
く
考
え
て
得
ら
れ
た
結
果
な
の
で

し
ょ
う
。
陽
明
以
後
の
諸
儒
が
良
知
の
絶
妙
さ
を
論
じ
る
も
の
の
、
そ
れ

を
「
致
す
」
点
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
な
い
の
で
、
そ
れ
で
は
良
知
に

よ
り
ど
こ
ろ
が
全
く
無
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
疑
い
、
そ
れ
よ
り
は
、

頼
り
に
な
る
「
意
」
字
の
ほ
う
が
よ
い
、
と
判
断
さ
れ
た
わ
け
で
し
ょ
う

（
竊
觀
前
後
宗
旨
、
總
不
出
以
意
爲
心
之
主
宰
、
然
某
必
舎
良
知
不
言
而
言
意
者
、

蓋
嘗
深
思
而
得
之
、
緣
陽
明
以
後
諸
儒
談
良
知
之
妙
、
而
攷
其
致
處
、
全
不
相
掩
。

因
疑
良
知
終
無
憑
據
、
不
如
意
字
確
有
可
依
耳
。
／
第
二
冊
三
四
八
頁
）

と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
劉
宗
周
は
「
最
近
の
良
知
の
弊
害
に
つ
い
て
、

拙
者
の
思
い
を
説
き
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
同
志
を
得
て
、
こ

の
よ
う
に
苦
心
し
て
互
い
に
実
証
し
合
っ
て
て
こ
れ
る
と
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
こ

と
で
し
た
（
至
及
近
時
良
知
之
弊
、
直
説
出
愚
意
中
事
、
何
幸
先
得
同
然
、
不
意
苦
心

相
證
乃
爾
）
」
と
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
両
者
の
主
張
が
一
致
す
る
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
【
Ｅ
】
の
締
め
括
り
に
お
い
て
も
「
丈
の
我
を
啓

す
る
こ
と
亦
た
已
に
多
し
（
丈
之
啓
我
亦
已
多
矣
／
第
三
冊
三
八
八
頁
）
」
と
い
う
謝

辞
が
捧
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
劉
宗
周
が
史
孝
復
に
屈
服
し
た
と
見
る
か
、

史
孝
復
の
指
摘
を
受
け
て
劉
宗
周
が
自
己
の
思
想
を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
た
と
見

る
か
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
私
は
前
者
寄
り
で
、
最
晩
年
に
お
い
て
劉
宗
周
は

思
想
的
逡
巡
を
露
呈
し
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
が
（

）
、
次
の
よ
う
な
評
価
が

31

存
在
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
史
兄
弟
の
伝
記
は
、
最
後
に
「
闕
史
（
失

わ
れ
た
歴
史
書
）
に
曰
く
」
と
い
う
言
葉
を
冠
し
て
史
孝
咸
・
孝
復
兄
弟
の
歴
史

的
意
義
を
総
括
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
こ
で
の
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
世
に
お
い
て
「
本
心
を
恢
復
す
る
」
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
王
陽
明

先
生
の
よ
う
な
方
で
あ
ろ
う
。･

･
･

隱
君
（
孝
咸
）
文
學
（
孝
復
）
兄
弟
は

そ
れ
を
詳
細
に
問
い
た
だ
し
明
晰
に
論
弁
し
た
。
す
な
わ
ち
、
劉
宗
周
先

生
が
誠
意
説
を
唱
道
し
始
め
て
か
ら
、
隱
君
は
〔
證
人
の
会
が
始
ま
っ
た
〕
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崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
）
に
先
立
つ
こ
と
六
年
も
前
（
天
啓
五
年
、
一
六
二
五
）

に
、
劉
先
生
に
従
学
し
た
人
物
で
あ
り
、「
古
人
の
学
問
は
〔
ひ
と
え
に
「
靜

／
存
」
に
向
け
て
行
わ
れ
て
お
り
〕
、
「
発
す
る
所
」
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
無

け
れ
ば
、
「
ま
さ
に
発
せ
ん
と
す
る
所
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
一
切
あ
り

ま
せ
ん
」
と
い
う
語
を
得
て
、
疑
念
が
冰
釋
し
た
経
験
を
も
つ
。
こ
れ
は
、

「
学
問
は
立
誠
を
そ
の
第
一
歩
と
す
る
」
と
い
う
説
の
成
立
根
拠
で
あ
る
。

文
學
は
、
数
千
言
に
及
ぶ
や
り
取
り
の
な
か
で
、
「
良
知
に
は
よ
り
ど
こ

ろ
が
全
く
無
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
疑
い
、
そ
れ
よ
り
は
、
頼
り
に

な
る
『
意
』
字
の
ほ
う
が
よ
い
」
と
〔
い
う
よ
う
に
、
劉
宗
周
の
意
図
を
〕

言
い
当
て
、
劉
先
生
は
「
拙
者
の
思
い
を
説
き
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と

〔
感
謝
の
辞
を
〕
述
べ
た
。
隱
君
と
文
學
は
、
劉
先
生
の
学
を
真
に
引
き
出

す
こ
と
が
出
来
、
王
先
生
の
道
を
真
に
守
る
こ
と
が
出
来
た
と
言
え
よ
う

（
世
有
能
恢
復
本
心
、
如
王
子
者
乎
。･

･
･

隱
君
文
學
兄
弟
則
問
之
極
其
審
辨
之
極

其
明
。
蓋
自
劉
子
掲
誠
意
之
教
、
隱
君
先
辛
未
六
年
即
問
學
劉
子
者
、
得
古
人
學

問
無
一
點
在
所
發
將
發
處
用
語
而
疑
釋
矣
。
此
所
以
有
學
問
以
立
誠
爲
第
一
歩
之

説
也
。
文
學
反
覆
數
千
言
、
亦
疑
良
知
無
憑
據
、
不
如
意
字
確
有
可
依
。
劉
子
所

謂
説
出
愚
意
中
事
也
。
隱
君
文
學
、
其
眞
能
叩
劉
子
之
學
者
哉
、
其
眞
能
守
王
子

之
道
者
哉
。
／
『
中
国
歴
代
書
院
志
』
第
九
冊
三
〇
九
頁
）

も
し
か
し
た
ら
、
劉
宗
周
本
人
の
実
感
に
最
も
近
い
の
は
、
こ
の
評
言
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
言
う
ま
で
も
無
く
、
劉
宗
周
が
こ
の
評
言
を
目
に
す
る
こ

と
は
無
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
本
論
で
引
用
し
た
劉
宗
周
の
数
々
の
言
葉

が
そ
の
こ
と
を
立
証
し
て
い
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
黄
宗
羲
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
史
兄
弟
を
含
む
餘
姚
の

人
士
た
ち
を
激
し
く
非
難
し
た
こ
と
は
、
本
論
文
の
冒
頭
で
言
及
し
た
。
そ
の

黄
宗
羲
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
も
存
す
る
。

私
が
思
う
に
、
先
師
劉
先
生
の
「
意
」
は
王
陽
明
の
「
良
知
」
に
他
な
ら

ず
、
先
師
の
「
誠
意
」
は
陽
明
の
「
致
良
知
」
に
他
な
ら
な
い
（
余
謂
先
師

之
意
、
即
陽
明
之
良
知
、
先
師
之
誠
意
、
即
陽
明
之
致
良
知
）

黄
宗
羲
の
「
董
呉
仲
墓
誌
銘
（
壬
子
）
」
と
い
う
文
章
に
見
え
る
文
言
で
あ
る
。

私
に
は
、
黄
宗
羲
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
対
し
、
違
和
感
を
禁
じ
得
な

い
。
こ
の
墓
誌
銘
は
冒
頭
、
劉
宗
周
が
「
證
人
書
院
」
を
創
立
し
た
こ
と
を
述

べ
、
律
儀
に
も
「
先
師
が
講
学
さ
れ
た
時
、
圓
澄
・
圓
悟
兩
家
の
子
孫
た
ち
は

そ
の
説
を
竄
入
し
よ
う
と
し
た
。
先
師
は
講
席
に
就
か
れ
る
た
び
に
歎
か
れ
た

（
當
先
師
講
學
之
時
、
圓
澄
圓
悟
兩
家
子
孫
、
欲
以
其
説
竄
入
、
先
師
毎
臨
講
席
而
歎
。

／
『
黄
宗
羲
全
集
』
第
一
〇
冊
四
六
六
～
八
頁
）
」
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
他

所
で
の
話
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
餘
姚
の
人
士
た
ち
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
黄
宗
羲
は
、
史
孝
復
と
の
論
争
の
お

か
げ
で
劉
宗
周
が
思
い
当
た
っ
た
論
点
を
用
い
て
、
劉
宗
周
と
王
陽
明
の
関
係

を
評
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
れ
だ
け
口
を
極
め
て
史
兄
弟
ら
餘
姚
の
人
士

を
攻
撃
し
た
黄
宗
羲
は
、
劉
宗
周
が
史
孝
復
に
宛
て
た
「
拙
意
と
解
明
し
合
う

点
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
の
い
う
『
意
』
が
『
知
』
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い

う
点
が
そ
れ
で
す
（
蓋
亦
有
與
鄙
意
互
相
發
明
者
、
如
謂
僕
之
所
云
意
、
蓋
言
知
、
是

也
）
」
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（

）
。

32

黄
宗
羲
は
、
同
じ
劉
宗
周
門
下
の
惲
日
初
を
批
判
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ

る
が
、
惲
氏
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

董
標
の
「
心
意
十
問
」
や
史
孝
復
の
「
商
疑
十
則
」
は
、
ど
ち
ら
も
学
者

か
ら
の
疑
問
に
対
し
て
劉
先
生
が
説
明
を
加
え
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

『
劉
子
節
要
』
が
載
せ
る
董
・
史
の
問
答
は
、
根
幹
部
分
が
取
り
除
か
れ

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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て
枝
葉
の
部
分
だ
け
が
残
っ
て
お
り
、
学
者
に
こ
れ
を
見
せ
て
も
、
帰
着

点
が
分
か
ら
ず
茫
然
と
す
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
（
董
標
心
意
十
問
、
史
孝

復
商
疑
十
則
、
皆
因
學
者
疑
此
而
辨
明
之
也
。
今
節
要
所
載
董
史
問
答
、
去
其
根

柢
而
留
其
枝
葉
、
使
學
者
觀
之
、
茫
然
不
得
其
歸
著
之
處
。
「
答
惲
仲
昇
論
子
劉
子

節
要
書
」
、『
黄
宗
羲
全
集
』
第
一
〇
冊
二
二
四
頁
）

董
標
や
史
孝
復
を
具
体
的
に
名
指
し
し
つ
つ
、
惲
日
初
の
『
劉
子
節
要
』
の
よ

う
な
編
集
方
法
で
は
、
師
の
本
意
が
伝
わ
ら
な
い
と
論
難
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
だ
が
、
『
劉
子
節
要
』（

）

に
は
、
こ
の
「
先
生
之
所
謂
意
、
蓋
言
意
也
」

33

と
い
う
語
も
し
っ
か
り
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
黄
宗
羲
が
こ
の
語

を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
く
、
ま
た
少
な
く
と
も
こ
の
語
に
関
し
て
言
え
ば

「
去
其
根
柢
而
留
其
枝
葉
」
さ
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
劉
宗
周
自
身
が
、

こ
の
言
葉
を
発
し
た
史
孝
復
に
繰
り
返
し
謝
意
を
伝
え
て
い
た
わ
け
な
の
だ
か

ら
。
黄
宗
羲
は
、
史
孝
復
や
惲
日
初
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
劉
宗
周
に
対

し
て
も
不
誠
実
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

附
言
し
て
お
け
ば
、
王
陽
明
と
劉
宗
周
の
思
想
を
調
和
融
合
さ
せ
た
形
で
継

承
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
こ
れ
も
冒
頭
で
触
れ
た
姚
江
書
院
の
人
士
た
ち
で
、

そ
の
代
表
格
が
邵
廷
采
で
あ
る
。
そ
の
試
み
が
思
想
的
に
成
功
を
見
た
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
ま
た
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
少
な
く

と
も
最
晩
年
の
劉
宗
周
が
、
こ
の
よ
う
な
姚
江
書
院
の
行
く
末
を
（
知
り
得
る
は

ず
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
も
し
も
仮
に
）
知
っ
た
と
し
た
ら
、
大
い
に
喜
ん
だ
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
少
な
く
と
も
」
と
付
け
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
史
孝

復
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
な
ら
ば
、
後
進
の
そ
う
い
っ
た
進
み
行
き

に
納
得
が
い
か
ず
、
ふ
た
た
び
鋭
い
舌
鋒
を
ふ
る
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
、

歴
史
的
に
は
全
く
無
意
味
な
想
定
で
あ
る
が
、
私
個
人
と
し
て
は
嫌
い
な
想
定

で
は
な
い
。
た
だ
し
、「
無
意
味
と
知
り
つ
つ
そ
れ
を
好
む
」
こ
と
に
関
し
て
は
、

．
．

．
．

劉
宗
周
と
史
孝
復
の
双
方
か
ら
批
判
を
浴
び
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究(

Ｃ)

「
證
人
社
と
證
人
書
院
の
間

―

明
清
期
寧
紹
地
区
に
見
る
思
想
史
の
転

変
」
（
研
究
代
表
：
早
坂
俊
廣
、
研
究
課
題
番
号

15K
02031

）
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
内
容
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
二
二
・

二
三
日
に
中
国
上
海
の
復
旦
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
宋
明
理
学
国
際
論
壇

～
曁
上
海
儒
学
院
第
二
届
年
会
～
」
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
稿
を
中
国
語
に
翻
訳
し
て
く
れ
た
申
著
璐
・
劉
心
奕
の
両
氏
と
当
日
そ

の
場
で
通
訳
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
許
家
晟
先
生
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
注
〕

（
１
）

彼
ら
の
活
動
を
知
る
上
で
最
も
有
益
な
資
料
は
、
『
姚
江
書
院
志
略
』

（
『
中
国
歴
代
書
院
志
』
第
九
冊
、
江
蘇
教
育
出
版
社
一
九
九
五
年
。
清
乾
隆
五
九
年

刻
本
の
影
印
）
で
あ
る
。
ま
た
、
邵
廷
采
の
『
思
復
堂
文
集
』
に
も
、
彼
ら

に
関
す
る
文
章
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
現
代
の
研
究
と
し
て
は
、
銭
茂

偉
『
姚
江
書
院
派
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
・
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
）
と
邢
舒
緒
『
邵
廷
采
与
姚
江
書
院
派
研
究
』（
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇

一
六
年
）
、
孫
中
曾
「
證
人
會
、
白
馬
別
會
及
劉
宗
周
思
想
之
發
展
」
（
鐘
彩

鈞
主
編
『
劉
蕺
山
學
術
思
想
論
集
』
、
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）
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が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
思
想
分
析
の
面
で
不
満
が
残
る
。
筆

者
に
と
っ
て
最
も
有
益
で
あ
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
呉
震
「
「
證
人
社
」

與
明
季
江
南
士
紳
的
思
想
動
向
」（
同
氏
『
明
末
清
初
勸
善
運
動
思
想
研
究
』
、
國

立
臺
湾
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
九
年
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
２
）
『
姚
江
書
院
志
略
』
「
姚
江
書
院
縁
起
」
に
は
、
「
義
學
之
建
、
蓋
自
崇

正
己
卯
菊
月
始
也
。
城
南
夙
有
尚
友
堂
之
會
。
毎
會
必
商
所
以
養
賢
育
才
講

學
論
道
之
地
。
適
半
霖
沈
氏
以
宅
求
售
、
觀
者
善
之
。
半
霖
係
雙
雁
里
、
去

聖
宮
可
數
里
許
。
南
山
聳
秀
於
前
、
雙
溪
環
列
於
側
。
於
是
聘
君
求
如
沈
先

生
、
今
崇
祠
郷
賢
霞
標
管
先
生
、
徴
士
拙
修
史
先
生
、
越
徴
士
金
如
王
先
生
、

楚
聞
人
雷
天
鄭
子
鼓
舞
稱
嘆
以
爲
是
誠
得
其
地
矣
」
と
あ
る
。
現
在
、
餘

姚
市
南
郊
に
「
磨
刀
橋
」
と
い
う
バ
ス
停
や
「
磨
刀
橋
路
」
と
い
う
地
名

が
存
す
る
が
、
こ
の
辺
り
が
往
時
の
「
雙
雁
里
半
霖
」
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

（
３
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
呉
震
氏
に
よ
れ
ば
、

白
馬
山
房
の
会
合
は
證
人
社
の
分
裂
な
ど
で
は
な
く
、
證
人
社
の
活
動
の
一

環
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
（
前
掲
書
二
七
二
～
六
頁
）
。
要
す
る
に
、「
大
会
」

に
対
す
る
「
小
会
」
、
「
本
会
議
」
に
対
す
る
「
分
科
会
」
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
見
解
を
支
持
し
た
い
。

（
４
）
『
黄
宗
羲
全
集
』
第
一
冊
二
五
三
頁
。
な
お
、
同
じ
表
現
が
、
劉
汋
『
蕺

山
劉
子
年
譜
』
（
以
下
、
「
劉
譜
」
と
略
称
。
第
六
冊
一
四
七
頁
）
に
も
見
え
て

い
る
。
後
述
。

（
５
）
本
論
と
は
視
点
を
異
に
す
る
も
の
の
、
同
様
の
相
対
化
の
試
み
と
し
て
、

馬
淵
昌
也
「
劉
宗
周
か
ら
陳
確
へ―

宋
明
理
学
か
ら
清
代
儒
教
へ
の
轉
換

の
一
様
相―

」（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
三
集
、
二
〇
〇
一
年
）
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
６
）
沈
・
管
・
二
史
の
生
卒
年
に
つ
い
て
、
邢
舒
緒
は
銭
氏
と
同
一
の
見
解

を
取
っ
て
い
る
が
、
呉
震
氏
は
、
沈
國
謨
の
生
卒
年
を
「
一
五
七
四
～
一

六
五
六
」
と
す
る
（
前
掲
書
二
六
四
頁
）
。
『
姚
江
書
院
志
略
』
巻
下
「
沈
聘
君

傳
」
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
劉
宗
周
が
亡
く
な
っ
た
十
年
後
に
没
し
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
卒
年
に
関
し
て
は
銭
氏
が
正
し
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
『
碑
傳

集
』
（
巻
一
二
七
「
理
學
上
」
、
中
華
書
局
本
第
一
〇
冊
三
七
二
六
頁
）
に
は
、
沈

氏
が
「
順
治
十
三
年

石
浪
に
卒
す
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
え

ば
、
呉
震
説
が
正
し
い
。
ま
た
、
『
姚
江
書
院
志
略
』
に
も
『
碑
傳
集
』
に

も
、
沈
氏
が
「
八
十
二
」
で
亡
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
銭
説
と
呉
説

と
で
沈
氏
の
生
年
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
食
い
違
い
に
加
え
て
、

数
え
年
で
計
算
す
る
か
満
年
齢
で
計
算
す
る
か
の
違
い
も
存
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
史
孝
復
の
没
年
を
「
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
」
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
先
行
研
究
の
間
に
ず
れ
は
な
く
、
『
姚
江
書

院
志
略
』
巻
下
「
史
隱
君
文
學
兄
弟
傳
」
に
お
い
て
「
甲
申
十
一
月
卒
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
「
甲
申
」
は
順
治
元
年
）
以
上
、
そ
れ
で
間
違
い
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
後
に
取
り
上
げ
る
史
孝
復
に
宛
て
た
劉
宗
周
の

書
簡
に
は
「
乙
酉
五
月
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「
乙
酉
」
は

順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
な
の
で
、
史
孝
復
は
既
に
没
し
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
そ
の
「
五
月
」
と
は
、
劉
宗
周
の
亡
く
な
る
前
月
の
こ
と
で
あ
る
。

史
孝
復
が
数
ヶ
月
前
に
没
し
た
こ
と
を
劉
宗
周
が
知
ら
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
、
特
に
不
思
議
は
な
い
の
だ
が
、
順
治
二
年
に
完
成
し
た
劉
宗
周
の
『
大

学
參
疑
』
を
史
孝
復
が
子
細
に
読
ん
だ
こ
と
が
そ
の
書
簡
の
な
か
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
甲
申
十
一
月
卒
」
と
い
う
伝
記
の
記
載
が
い
さ
さ

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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か
心
許
な
く
見
え
て
く
る
。

（
７
）
邵
廷
采
は
、
姚
江
書
院
の
歴
史
の
な
か
で
最
も
有
名
な
人
物
と
言
え
よ

う
。
彼
の
存
在
自
体
、
邵
晋
涵
・
章
学
誠
へ
と
つ
な
が
る
系
譜
の
結
節
点
と

し
て
（
そ
の
よ
う
に
見
な
せ
る
か
否
か
と
い
う
点
も
含
め
て
）
興
味
深
い
も
の
が

あ
る
が
、
そ
の
検
討
は
後
の
課
題
と
す
る
。
邵
廷
采
に
つ
い
て
は
、
何
冠
彪

『
明
末
清
初
學
術
思
想
研
究
』
（
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
九
一
年
）
、
滝
野
邦
雄

「
清
朝
思
想
史
に
お
け
る
邵
廷
采
」（
『
経
済
理
論
』
二
二
六
号
、
一
九
八
八
年
）
、

同
「
邵
廷
采
の
思
想
形
成
」（
『
経
済
理
論
』
二
二
七
／
二
二
八
号
、
一
九
八
九
年
）
、

同
「
邵
廷
采
に
お
け
る
史
学
」（
『
経
済
理
論
』
二
五
〇
号
、
一
九
九
二
年
）
、
お

よ
び
注
（
１
）
所
引
の
諸
研
究
を
参
照
。

（
８
）
な
ぜ
第
九
則
だ
け
が
ま
る
ご
と
省
略
さ
れ
た
の
か
は
、
分
か
ら
な
い
。

史
孝
復
が
「
「
心
に
従
う
」
境
涯
は
、
良
知
が
ま
る
ご
と
発
現
し
た
も
の
に

他
な
ら
ず
、
「
意
」
で
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
、

劉
宗
周
は
「
こ
れ
が
良
知
の
ま
る
ご
と
の
発
現
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
確

か
に
そ
の
通
り
」
と
肯
定
し
た
う
え
で
、「
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
意
」

に
お
け
る
朗
報
な
の
で
す
（
商
曰
、
此
箇
謂
是
良
知
全
體
發
現
、
誠
然
、
豈
知

即
是
意
中
好
消
息
）
」
と
続
け
て
い
る
（
第
二
冊
三
四
七
頁
）
。
「
良
知
」
に
好
意

的
な
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
９
）
そ
も
そ
も
、
黄
宗
羲
が
再
三
指
摘
す
る
彼
ら
と
仏
僧
と
の
交
流
に
つ
い

て
、
こ
の
伝
記
で
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
密
雲
禅
師
語
録
』

を
繙
け
ば
沈
國
模
や
史
孝
復
に
密
雲
圓
悟
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
確

認
で
き
る
が
、
当
の
劉
宗
周
が
そ
の
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
形
跡
は
見

当
た
ら
な
い
。

（

）
中
純
夫
「
劉
宗
周
の
「
学
言
」
に
つ
い
て―

慎
独
説
か
ら
誠
意
説
へ―

」

10

は
、
「
全
体
が
六
十
五
歳
な
い
し
は
六
十
六
歳
の
語
録
」
で
あ
る
「
「
学
言
」

下
」
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
「
最
晩
年
に
近
い
こ
の
時

期
、
劉
宗
周
の
思
想
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
形
跡
は
今
の
と
こ
ろ
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
」
（
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
二
十
五
号
、
九
五
頁
、
二
〇
〇
二
年
）

と
述
べ
て
い
る
。
本
論
は
、
こ
の
認
定
を
基
本
的
に
は
受
け
入
れ
つ
つ
も
、

「
最
晩
年
」
に
劉
宗
周
に
生
じ
た
思
想
的
逡
巡
の
よ
う
な
体
験
と
そ
の
意

義
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（

）
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
【
Ｅ
】
は
、
疑
問
の
残
る
資
料
で
あ
る
。
伝
記

11資
料
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
書
簡
が
記
さ
れ
た
時
に
は
史
孝
復
は
既
に
没
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
書
簡
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
『
大
学
古
文
參
疑
』
の
完

成
時
期
と
も
か
み
合
わ
な
い
た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
不
審
な
点
が
多
い
。
劉
宗

周
の
全
集
を
編
集
し
、
史
孝
復
の
伝
記
も
記
し
た
董
瑒
は
、
こ
の
齟
齬
に
気

づ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
待
考
。

（

）
「
答
史
子
復
二
（
附
來
書
）
」（
第
三
冊
五
三
六
頁
）
に
お
け
る
史
孝
復
の

12書
簡
部
分
で
「
鄙
意
以
爲
、
心
者
虚
靈
之
官
。
雖
曰
有
體
、
要
非
塊
然
實

有
可
執
著
指
。
心
即
理
也
。
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
傍
線
部
（
「
指
」
字

と
「
心
」
字
の
間
）
に
本
来
「
名
者
也
。
曰
體
用
曰
存
發
、
皆
不
得
已
而
強
著

名
言
耳
。
蓋
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
四
庫
全
書
本
で
見
る
と
、
ち
ょ
う
ど

一
行
分
脱
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、「
『
体
／
用
』
と
言
い
、『
存
／
発
』

と
言
い
ま
し
て
も
、
す
べ
て
や
む
を
得
ず
無
理
や
り
名
づ
け
て
い
る
に
過
ぎ

ま
せ
ん
」
と
い
う
、
両
者
の
論
争
に
と
っ
て
重
要
な
文
言
（
数
少
な
い
史
孝
復

の
発
言
部
分
）
な
の
で
あ
る
か
ら
、
一
日
も
早
い
改
定
が
待
た
れ
る
。

（

）
念
の
た
め
附
言
し
て
お
く
と
、
四
庫
全
書
版
の
【
Ｅ
】
に
は
、
史
孝
復

13の
「
來
書
」
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
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（

）
「
付
記
」
で
触
れ
た
「
宋
明
理
学
国
際
論
壇
」
で
は
、
質
疑
応
答
の
際

14に
、
こ
こ
で
の
「
某
」
が
本
当
に
劉
宗
周
の
自
称
な
の
か
と
い
う
疑
念
や
、

劉
宗
周
が
年
少
の
史
孝
復
に
「
丈
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
る
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
本
稿
作
成
時
に
筆
者
も
同
様
の
感
覚

を
抱
い
た
が
、
他
の
資
料
と
つ
き
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
ど
ち
ら
の
点
に

つ
い
て
も
、
本
稿
で
記
し
た
よ
う
な
解
釈
し
か
あ
り
得
な
か
っ
た
。
学
会
時

の
指
摘
に
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

（

）
【
Ａ
】
第
五
則
の
な
か
で
劉
宗
周
は
、
「
頃
閲
居
業
録
云
、
心
有
專
主
之

15謂
意
。
大
學
解
以
爲
心
之
所
發
、
恐
未
然
。
敬
齋
未
爲
無
見
」
と
い
う
よ
う

に
、
「
意
」
を
「
心
に
専
主
有
」
る
状
態
と
解
釈
す
る
胡
居
仁
の
学
説
を
肯

定
的
に
取
り
上
げ
て
い
た
（
第
二
冊
三
四
四
頁
）
。
「
専
主
」
と
い
う
訓
を
も
つ

「
適
」
字
を
史
孝
復
が
こ
こ
で
持
ち
出
し
て
き
た
の
は
、
劉
宗
周
が
好
意
的

に
捉
え
て
い
る
「
専
主
」
が
あ
る
種
の
「
と
ら
わ
れ
」
に
陥
る
危
険
性
を
帯

び
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、

史
孝
復
は
、
【
Ｂ+

】
で
「
必
ず
そ
の
存
す
る
所
を
求
め
、
意
で
そ
れ
を
充
当

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
心
も
ま
た
塞
が
っ
て
し
ま
っ
て
霊
妙
さ
を
失
っ

て
し
ま
い
ま
す
（
必
欲
求
其
所
存
、
而
以
意
實
之
、
則
心
亦
窒
礙
而
不
靈
矣
）
」
と

劉
宗
周
を
明
確
に
批
判
し
て
い
る
。

（

）
【
Ａ
】
第
四
則
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
言
を
挿
む
別
テ
キ
ス
ト
も
あ
る

16よ
う
で
あ
る
。
「
又
曰
、
心
體
只
是
一
箇
光
明
、
公
以
爲
知
者
、
乃
心
之
知

也
。
僕
以
爲
意
者
、
乃
心
之
意
也
。
要
就
光
明
中
識
取
定
盤
鍼
、
不
是
以
光

明
爲
定
盤
鍼
也
。
此
誠
之
所
以
爲
貴
也
」（
第
二
冊
三
四
三
頁
）
。
本
文
で
は
「
意

中
之
知
」
「
知
中
之
意
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
傍
線
部
で
は
「
心
之
知
」
「
心

之
意
」
、
す
な
わ
ち
「
心
」
に
力
点
が
置
か
れ
た
措
辞
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
者
の
論
争
が
、「
光
明
」
に
見
立
て
ら
れ
た
「
知
」

か
が
や
き

と
「
指
南
針
」
に
比
擬
さ
れ
た
「
意
」
の
ど
ち
ら
に
依
拠
す
べ
き
か
、
と

い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
両

者
を
区
別
し
て
前
者
の
「
見
抜
く
」
力
に
信
頼
を
置
く
史
孝
復
と
、
両
者
を

相
即
的
に
捉
え
つ
つ
も
後
者
の
「
主
体
的
、
能
動
的
な
思
い
」
の
ほ
う
を
思

想
の
中
核
に
据
え
た
い
劉
宗
周
の
議
論
は
、
す
れ
違
い
な
が
ら
進
行
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

（

）
「
前
の
書
簡
（
前
柬
）
」
と
い
う
表
現
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
【
Ａ
】
は
一

17度
の
問
答
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
記
録
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、

何
度
か
文
書
や
面
談
を
交
わ
し
た
結
果
を
い
ま
の
よ
う
な
形
に
仕
立
て
直

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
史
孝
復
は
、
【
Ａ
】
に
お
い
て
「
「
念
」
を
「
意
」
と
み
な
す
こ
と
は
、

18単
な
る
呼
称
の
間
違
い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
「
意
」
を
「
心
」
と
混
同
す
る

こ
と
は
、
言
い
尽
く
せ
な
い
弊
害
を
招
き
ま
す
（
以
念
爲
意
、
不
過
名
言
之
誤
。

以
意
混
心
、
則
其
弊
有
不
可
言
者
）
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
（
第
二
冊
三
四

六
頁
）
。
こ
こ
に
も
、
大
き
な
相
違
が
存
し
て
い
た
。

（

）
底
本
は
「
幾
」
に
作
る
。
「
史
隱
君
文
學
兄
弟
傳
」
と
「
四
庫
全
書
本
」

19に
拠
り
「
機
」
に
改
め
た
。

（

）【
Ａ
】
第
十
則
に
お
け
る
史
孝
復
の
発
言
を
合
わ
せ
引
く
な
ら
ば
、「
『
意
』

20と
『
知
』
は
、
似
た
よ
う
に
見
え
て
実
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

『
大
学
』
の
『
誠
意
』
は
、
必
ず
『
致
知
』
が
そ
の
前
に
置
か
れ
て
い
ま

す
し
、
『
中
庸
』
の
『
之
を
誠
に
す
る
』
と
い
う
実
践
も
、
必
ず
『
善
を
擇

び
て
固
く
執
る
』
こ
と
を
先
に
し
ま
す
。
学
問
を
講
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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な
い
の
に
は
、
訳
が
有
る
の
で
す
（
意
之
與
知
、
毫
釐
千
里
、
故
大
學
誠
意
、

必
先
之
以
致
知
、
中
庸
誠
之
者
之
功
、
必
先
擇
善
而
固
執
。
學
之
不
可
不
講
、
有
以

哉
。
／
第
二
冊
三
四
八
頁
）
」
と
あ
る
。
首
尾
の
一
貫
性
と
い
う
点
で
は
、
史

孝
復
の
ほ
う
が
は
る
か
に
そ
れ
を
保
っ
て
い
た
。

（

）
荒
木
龍
太
郎
氏
は
、
「
劉
念
台
は
陽
明
の
知
行
合
一
論
を
受
用
す
る
過

21程
で
是
非
好
悪
論
を
構
築
し
て
い
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
受
用
す
る

過
程
で
構
築
し
て
い
っ
た
」
の
か
、「
構
築
す
る
過
程
で
受
用
し
て
い
っ
た
」

の
か
は
、
検
討
を
要
す
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
劉
宗
周
思
想
に
お
け
る
陽

明
知
行
合
一
論
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
貴
重
な
指
摘
だ
と
言
え
よ
う
。
同

氏
「
陽
明
学
に
於
け
る
「
是
非-
好
悪
」
の
変
遷―

王
陽
明
・
王
龍
溪
・
劉

念
台
に
即
し
て―

」（
『
活
水
日
文
（
日
本
語
学
科
編
）
』
三
十
五
号
八
四
頁
、
一
九

九
二
年
）
。
ち
な
み
に
、
同
論
文
は
、
「
「
知
善
知
悪
之
心
」
＝
是
非
と
「
好
善

悪
悪
之
心
」
＝
好
悪
が
緊
密
に
一
体
で
あ
る
」
と
い
う
劉
宗
周
の
「
是
非-

好
悪
」
観
を
「
王
陽
明
・
王
龍
溪
と
共
通
す
る
も
の
」
と
評
し
、「
加
え
て
、

恰
も
王
龍
溪
と
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
好
悪
で
『
大
学
』
を
一
貫
さ
せ
る

こ
と
を
強
調
」
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
こ
の
よ
う
に
龍
溪

と
同
様
の
見
解
を
有
す
る
念
台
の
好
悪
論
は
、
陽
明
の
知
行
合
一
論
（
伝

・
上
５
）
の
中
の
「
如
好
好
色
、
如
悪
悪
臭
」
に
関
わ
る
論
述
に
示
唆
を

得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
も
論
じ
て
い
る
（
七
六
頁
）
。

（

）
中
央
公
論
社
「
世
界
の
名
著
」
一
九
『
朱
子
・
王
陽
明
』
三
四
八
～
五

22一
頁
に
は
、
当
該
部
分
に
対
す
る
溝
口
雄
三
氏
の
日
本
語
訳
の
み
な
ら
ず
、

極
め
て
詳
細
な
解
説
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（

）
本
節
の
中
盤
で
引
用
し
た
「
誠
に
す
べ
き
で
な
い
も
の
を
誠
に
す
る
」

23「
知
る
べ
き
で
な
い
も
の
を
知
る
」
と
い
う
批
判
合
戦
に
も
同
様
の
苦
し
さ

を
感
じ
る
。
史
孝
復
か
ら
劉
宗
周
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
前
者
は
確
か
に
深

刻
な
批
判
た
り
得
て
い
る
が
、
劉
宗
周
が
返
す
刀
で
使
っ
た
後
者
は
、
そ

の
批
判
を
ど
れ
ほ
ど
弾
き
飛
ば
す
力
能
を
有
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

（

）
中
純
夫
「
劉
宗
周
の
陽
明
学
観
に
つ
い
て―

書
牘
を
中
心
と
し
て―

」

24（
『
陽
明
学
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
劉
宗
周
の
思
想
変
遷
を

「

前
(1)

期…
…

「
始
疑
之
」
三
十
六
歳
頃
」
「

中
期…

…

「
中
信
之
」
四
十
九
歳

(2)

頃
」
「

後
期…

…

「
終
而
弁
難
不
遺
余
力
」
五
十
九
歳
頃
」
と
整
理
し
た

(3)

う
え
で
、
「
前
期
中
期
後
期
を
通
じ
て
、
劉
宗
周
は
一
貫
し
て
無
善
無
悪
説

に
対
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
劉
宗
周
が
一
時
期
、
陽
明
学
へ
の
肯
定
的

立
場
に
転
じ
た
の
は
、
自
ら
の
学
問
宗
旨
を
樹
立
す
る
途
上
に
あ
っ
て
、
そ

の
論
拠
と
し
て
援
用
す
る
に
足
る
素
材
を
陽
明
学
中
に
見
出
し
た
か
ら
に
過

ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
中
期
に
お
け
る
陽
明
学
肯
定
も
、
本
質
的
な
レ
ベ
ル
に

お
け
る
理
解
と
共
感
に
根
ざ
し
た
も
の
と
は
評
し
得
な
い
と
考
え
る
」
（
一

五
一
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
本
論
は
、
こ
の
論
点
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、「
後
期
」

の
「
弁
難
」
も
ま
た
「
本
質
的
レ
ベ
ル
に
お
け
る
」
も
の
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
る
も
の
で
あ
る
。

（

）
『
劉
宗
周
全
集
』
の
当
該
箇
所
に
、
校
勘
は
見
当
た
ら
な
い
。

25
（

）
劉
宗
周
は
【
Ａ
】
で
「
『
誠
意
』
章
で
は
、
『
徳
は
身
を
潤
し
、
心
廣
く

26體
胖
か
』
と
い
う
よ
う
に
、
『
身
』
『
心
』
の
二
字
を
一
緒
に
取
り
込
ん
で
い

ま
す
。
後
人
は
こ
の
点
が
分
か
ら
ず
、
た
だ
『
意
』
字
を
見
誤
っ
て
し
ま
っ

た
が
た
め
に
、
仕
方
な
く
さ
ら
に
進
め
て
心
に
精
髄
を
求
め
て
し
ま
っ
た
の

で
、
『
必
ず
そ
の
意
を
誠
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
先
ず
そ
の
心
を
正
し
く
す

れ
ば
よ
い
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
『
意
』
字
を
見
誤
っ

た
だ
け
で
な
く
、
『
誠
』
字
も
見
誤
っ
た
の
で
す
（
豈
知
誠
意
章
言
徳
潤
身
心
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廣
體
胖
、
將
身
心
二
字
一
齊
倶
到
乎

。
後
人
不
省
、
只
爲
將
意
字
看
壞
了
、
不
得

不
進
而
求
精
於
心
、
則
必
欲
誠
其
意
先
正
其
心
而
可
耳
。
惟
將
一
意
字
看
壞
、
並
誠

字
亦
看
壞
。
／
第
二
冊
三
四
七
頁
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
看
壞
」
と

い
う
表
現
は
「
説
壞
」
と
類
似
例
と
見
な
せ
よ
う
。

（

）
荒
木
見
悟
「
意
は
心
の
存
す
る
所―

劉
念
臺
思
想
の
背
景―

」
に
は
、

27「
念
臺
は
良
知
説
を
、
「
知
が
意
の
奴
隷
に
な
っ
た
も
の
」
と
ま
で
酷
評
す

る
が
（
『
全
書
』
巻
八
、
良
知
説
）
、
そ
れ
は
情
意
を
通
し
て
續
々
と
受
け

入
れ
ら
れ
る
諸
要
因
を
、
心
の
全
機
能
を
あ
げ
て
料
理
す
る
良
知
の
力
動

的
性
格
に
暗
い
か
ら
で
あ
る
。
否
、
そ
こ
ま
で
心
に
大
幅
な
自
由
を
與
え

る
こ
と
に
危
惧
を
感
じ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
と
と
も
に
、
「
彼
に
お

い
て
好
惡
が
善
惡
に
吸
着
す
る
と
は
、
十
方
無
礙
な
自
然
的
混
沌
か
ら
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
鮮
な
倫
理
規
範
が
溢
れ
出
て
來
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
好
惡
が
あ
る
種
の
節
度
の
も
と
に
善
惡
の
相
狀
を
呈
し
て

來
る
こ
と
を
予
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
好
ま
し
き
も
の
」
は

や
が
て
「
好
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
」
と
な
り
、
「
好
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
」

は
一
層
強
力
に
「
好
ま
し
き
も
の
」
と
な
っ
て
、
は
ね
か
え
っ
て
來
る
。

そ
の
「
好
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
も
の
の
痕
迹
ま
で
も
拂
拭
し
よ
う
と
す
る
無

善
無
惡
説
に
念
臺
が
極
力
反
對
し
た
の
は
、
こ
と
わ
り
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
論
評
が
見
え
る
（
金
谷
治
編
『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探
究
』

六
三
六
～
七
頁
、
創
文
社
、
一
九
八
三
年
）
。
こ
こ
で
の
検
討
に
と
っ
て
、
極
め

て
示
唆
に
富
む
指
摘
で
あ
る
。

（

）

岡
田
武
彦
氏
は
「
劉
念
台
の
誠
意
説
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
「
念

28台
は
特
に
陽
明
の
四
句
宗
旨
の
批
判
に
は
余
力
を
遺
さ
な
か
っ
た
・
・
・
。

し
か
し
念
台
の
誠
意
説
は
人
間
性
命
の
渾
一
を
求
め
る
王
学
の
精
神
を
よ
く

洞
察
し
た
結
果
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
そ
れ

は
王
学
の
秘
蘊
を
発
揮
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
」（
岡
田
武
彦
全

集
一
三
『
劉
念
台
文
集
』
三
二
一
頁
、
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
初
出
は
一
九

五
三
年
）
と
喝
破
さ
れ
て
い
る
。

（

）
こ
れ
は
、
注
（

）
で
議
論
し
た
問
題
と
通
じ
る
話
で
あ
る
。

29

23

（

）
前
引
馬
淵
論
文
に
、
「
實
は
、
王
守
仁
は
、
良
知
を
善
惡
に
對
す
る
好

30惡
と
し
て
規
定
し
、
心
理
的
傾
向
性
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
知
が
單
な
る

觀
照
的
な
存
在
に
墮
し
、
實
踐
へ
の
迫
切
力
を
失
う
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
劉
宗
周
は
、
こ
れ
を
積
極
的
に
受
け
繼
い
で
い
る
」（
二
〇
〇
頁
）

と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
中
純
夫
氏
は
、
前
引
論
文
「
劉
宗
周
の
陽
明
学
観

に
つ
い
て

―

書
牘
を
中
心
と
し
て―

」
に
お
い
て
、
「
好
善
悪
悪
者
意
之

静
、
知
善
知
悪
者
是
良
知
」
と
い
う
劉
宗
周
五
十
九
歳
時
の
「
学
言
」
上
に

於
け
る
発
言
を
と
り
あ
げ
、
「
善
を
よ
く
好
み
悪
を
悪
み
得
る
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
善
悪
を
識
別
弁
別
す
る
能
力
と
も
見
な
さ
れ
よ
う
。
こ
こ

に
お
い
て
劉
宗
周
の
「
意
」
の
内
実
は
、
知
善
知
悪
と
し
て
の
良
知
に
著
し

く
接
近
す
る
。
現
に
劉
宗
周
に
は
「
好
善
悪
悪
是
良
知
」
の
語
も
有
り
、
好

善
悪
悪
と
知
善
知
悪
、
意
と
良
知
と
は
ほ
と
ん
ど
一
体
的
に
把
握
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
」（
一
四
四
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

（

）
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
「
思
想
的
逡
巡
」
と
評
し
た
の
は
、
こ
の
最

31晩
年
の
論
争
も
し
く
は
思
想
史
研
究
に
即
し
た
表
現
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
「
哲
学
的
な
可
能
性
」
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
劉
宗
周
に
於
け

る
「
意
」
と
「
知
」
を
め
ぐ
る
思
索
は
、
「
情
動
」
を
め
ぐ
る
現
代
哲

学
の
議
論
に
通
底
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

信
原
幸
弘
氏
は
「
よ
み
が
え
る
情
動
の
哲
学
」
と
い
う
文
章
の
な
か
で
、

劉宗周に於ける意と知-史孝復との論争から-（早坂）
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「
情
動
は
認
識
と
動
機
と
い
う
二
つ
の
働
き
を
兼
ね
備
え
て
い
る
」
「
あ

く
ま
で
も
理
性
は
情
動
の
限
界
を
補
う
に
す
ぎ
ず
、
合
理
的
な
振
る
舞

い
を
も
た
ら
す
主
役
は
む
し
ろ
適
切
な
情
動
な
の
で
あ
る
。
適
切
な
情

動
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ほ
と
ん
ど
合
理

的
な
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
に
「
情

動
」
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
劉
宗
周
の

「
哲
学
的
な
可
能
性
」
を
探
っ
て
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
且
つ
有

益
で
あ
ろ
う
。
信
原
幸
弘
・
太
田
紘
史
編
『
シ
リ
ー
ズ
新
・
心
の
哲
学

Ⅲ

情
動
篇
』
（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
・
一
八
頁
）
を
参
照
。

（

）
ち
な
み
に
、
黄
宗
羲
が
墓
誌
銘
を
記
し
た
「
董
呉
仲
」（
諱
は
允
璘
、
慈

32渓
の
人
）
は
、
劉
宗
周
思
想
に
対
す
る
疑
義
を
記
し
た
「
劉
子
質
疑
」
と
い

う
文
章
を
黄
宗
羲
に
示
し
、
王
劉
思
想
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
人
物
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
黄
宗
羲
の
発
言
は
そ
の
よ
う
な
文
脈
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
墓
誌
銘
お
よ
び
「
答
董
呉
仲
論
學
書
（
丁
未
）
」（
『
黄
宗
羲
全

集
』
第
一
〇
冊
一
四
七
～
九
頁
）
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
明
清
期
寧
紹

地
区
に
お
け
る
劉
宗
周
思
想
の
伝
播
継
承
の
実
相
が
よ
り
明
確
に
な
る
は
ず

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
後
の
課
題
で
あ
る
。

（

）
林
勝
彩
点
校
・
鐘
彩
鈞
校
訂
『
劉
子
節
要

附
惲
日
初
集
』（
中
央
研
究

33院
中
國
文
哲
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）
一
六
頁
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